
解
題

詩

聖

堂
詩

話

一
卷

大

窪

行

著

大

窪

行
、字

は

天

民
、詩

佛
・痩

梅
・詩

聖

堂
・江

山

翁

は
、皆

そ

の

別

號

な
り

、通

稱

を

柳

太

郎

と

い

ふ
、因

て

又

た

柳

沱

居

士

と

號

す
、常

陸

の

人

に

し

て

江

戸

に

住

せ
り

、市

川

寛

齋

の

江

湖

社

に

列

し
、
柏
木

如

亭
・菊

地

五

山

等

と

交

り
、詩

名

海

内

に
噪

が

し
、後

ち

山

本

北

山

に

師

事

せ

り、天

保

八

年

に

歿

す
、壽

七

十

一
。

此

書

は
、專

ら

宋

詩

を

鼓

吹

し
、江

湖
社

同

人

及

び

知

友

の

作

に

し

て

風

調

絶

佳

な

る
も

の

を

録

せ
り

、其

の
書
た

る

纔

に

一
卷

に

過

ぎ

ざ

れ

ど

も
、尤

も

佳

話

に

富

め
り

、五

山

詩

話

堂

と

相

伯

仲

せ
り

。
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詩

聖

堂

詩

話

序

　

　

　

　

ハ
　
　
　
ガ
フ
　
キ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　セ
　
　
ク
　
　レ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　ハ
ル
　
　
　
　
コ
　
　
ム
　
　チ
シ
ヂ

ヲ
　
ス
ノ
　
　チ

詩

佛

之

詩

話

者

、業

鏡

也

、

=

咼

挂

、
善

悪

皆

見

焉

、
遂

教

四人

知

驚

レ
人

詩

今

現

　

　

ス
ル
チ

ノ

　

　

　

レ
ト
モ

ノ

　

　

　

　
レ

ル
チ

　
　
ヅ
ノ
ガ
フ

ハ
ゥ

　

ゾ

　

　

　

　
テ

　

　

シ

　

　
　
チ

　
　ニ

在

、而

發

二眞

詩

心
↓然

這

裡

不
レ免
v有

一三

途

業

報

↓何

也

、欲
▼以

降

茯

悪

詩
天

廣
亭

セ
ソ
ト
　
　
　
　
テ
　
　
レ
ハ
　

　
レ
　
　
　
　
　
ム
　
　

　
　
　
　
　
チ
シ
チ
　
ソ
ド
　
　
　
　
セ

　
　
レ
ハ
　

レ
　
　
　
　
　
チ
　
　
ニ
　
　

ゴ
　
　
テ
　
　
エ
　
　

ニ
　
　
　

　
　
　
　

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

エ

宣

清

新

ハ
此

是

貪

、
使

二俗

詩

家

殆

氣

死

曲
此

是

瞋

」
吟

易

レ
官

、
咏

易

V
祿

、
翰

墨

以

易

嵩

　

ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
ぱ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ラ
　
　
　
　
　
ニ
シ
テ
　
　
　
　
　ツ
　
　
　
　
　
　
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

財

利

苦

心

以

易
樂

意
↓豈

丕

亦

癡
一乎
、佛

而

墮
一泥

犁
↓大

方

便
、大

紳

通
、凡

夫

ヨ
リ
　
　
　
　
　
　
　
ル
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ル
　
　
　
　

サ
　
　
ハ
　
　

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
チ

固

不
v得
v知

也
、嵯

呼
、罪

詩

佛

一者
、其

唯

詩

話

乎
、知

詩

佛

者
、其

唯

詩

話

乎
、余

ヂ
　
　
ヨプ
　
　
ハ
ン
　
　
　
　
　
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　ノ

ア
ザ
ナ

掻
v首

問
一青

天
一耳
、詩

佛

者
、天

民

又

字

也
。　
　
　
　
　
　

」　

、
.,,

己

未

歳

涅

槃

後

一
日
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
・
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

奚

疑

主

人

題

螂

詩

聖

堂

詩

話

序

輔
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詩

聖

堂

詩

話

柳

地

居

士

著

蜘

　 咏
v櫻

者
、以
昌夲

城

御

製
一爲
v始
、云
、昔

在
昌幽

巖

下
「光

華

照
昌四

方
h忽

逢
晦攀

折

客
h含
ダ笑

宜
昌三

陽
帖遞
レ氣

時

多

少
、垂
v陰

後

短

長
、如

何

此

一
物
、檀
美

九

春

場
門

次
v之

者

爲
繪

圓

旨
圓

旨
、暦

應

年

間

人
、曾

入
v元

學
v道
、有
晶七

排

一
首
コ
拳
、名

壓

群

花
ゆ顏

色

稀
、梅

慙
`

太

痩

海

棠

肥
、淡

紅

微

上

玉

入

頬
、潔

臼

粧

成

勿

客

衣
、遙

認

雪

殘

猶

未
v盡
、近

看

雲

簇

不
昌曾

飛
h預

愁

夜

雨

洗

將

去
、叉

怕

春

風

吹

得

歸
、遊

賞

紛

紛

傾
杏

國
唱訪

尋

剥

剥

扣
昌幽

扉
嚇當

時

若

使
奥

王

見
嚇

西

施

應
呂須

出
鬆
雷
閉
ハ及
昌寛

永

中
ハ石

川

丈

山

有
昌垂

　

　

　

詩

聖
蠶

詩
話

櫻
を
咏
す
る
は
、李
城
の
御
製
を
以
て
始
と
爲
す
、云
、「昔
、幽
巖
の

下
に
在
0
て
、光
華
四
方
を
照
す
、忽
、攀
折
の
客
に
逢

ふ
、笑
を
含

ん
で
三
陽
に
宜
し
、氣
を
邁
り
て
時
に
多
少
、陰
を
垂
れ

て

後
短

長
、如
何
ぞ
此

】
物
、美
を
九
春
の
揚
に
檀

に
す
」と
、之
れ
に
次
ぐ

者
を
僧
圓
旨
と
爲
す
、圓

旨

は
暦
應
年
聞
の
人
、曾
て
元
に
入
り

て
道
を
學
ぶ
、七
排

一
首
あ

り
、云

く
「名

は
群
花
を
壓
し
て
顔
色

は
稀
な

り
、梅

は

太
痩

せ

た

る
を
慙
ぢ
海
棠
は
肥
た
る
を
、淡

紅
微
く
上
る
玉
人
の
頬
、潔
白
粧
ひ
成
す
朋

客

の

衣
、懣
に
認
む

れ
ば
雪
殘
し
て
獪
未
だ
盡
き
す
、近
く
看
れ
ば
雲
簇
り
て
曾
て
飛

ば
す
、預
め
愁
ふ
夜
雨
の
洗
ひ
將
ち
去
ら
ん

こ

と

を
、叉
怕
る
春

風
の
吹
き
得
て
歸
ら
ん
か
と
.遯

賞

紛

々
と
し
て
合
國
を
領
け
、

訪
蕁
剥
々
と
し
て
幽

扉
を

扣

く
.
當
時
若
し
呉
王
を
し
て
見
せ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鱒
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日

本

詩

話

叢

書

蠅
　

櫻

詩

云
、
一
樹

千

絲

二

丈

長
、繁

英

袰

娜

發
画

賚

　
　

此

花

若

在

唐

園

裏
嚇何

使
"楊

妃

比
昌海

棠
一後

閲
二明

3

宋

景

濂

集
ハ有

絶

句
鴎云
、賞
v櫻

日

本

盛
v於
v唐
、如
毘彼

牡

丹

粂
昌海

棠
悪

是

趙

昌

所
v難
膨盡
、春

風

纔

起

雪

吹
v香
、近

世

閲

僭

道

本

來

住
昌我

長

崎
噛亦

有
v作

云
、

東

來

初

見

此

花

奇
、無
v限

春

叢

讓
昌白

眉
『的

爍

嬪

珠

三

百

斛
、玲

瓏

玉

樹

萬

千

枝
、何

妨

穰

李

先
γ春

鑑
、不
下輿
寒

梅

遜
甲雪

姿
n若

使
昌嫗

娥

宮

裏

鍾

清

光

多
v似

桂

開

壁

此

外

無
v聞
、故

中

野

素

堂

有
v句

云
、

吟

人

何

事

尤

踈

漏
、如
γ許

名

花

久

欠
v詩
、如
二源

栲

亭
、太

田

玩

鴎

諸

人

各

有

其

詩
ハ亦

未
v足
v稱
、唯

柏

舒

亭

絶

句

獨

佳
、云

芳

根

不
レ許

傳
西

土
↓留

作
コ束

方

第

申
花
嚇大

抵

咏
v櫻

併
昌言

梅

花

之

清
・海

棠

之

艷
・牡

丹

之

富

貴

三

者
嚇而

後

可
昌以

盡
昌其

禪
鴎也
、余

二

し
め
ば
、
西
施
應
に
須
く
禁
闡
を
出
だ
さ
る
べ
し
、
と
寛
永
中
に

及
び
、石
川
丈
山
垂
櫻
の
詩
あ
り
、云
く
ゴ

樹
千
絲
二
丈
長
し
、繁

英
袰
娜
と
し
て
幽
香

を

發
す
.此
花
若
し
唐
園
の
裏
に
在
ら
ば
、

何
ぞ
楊
妃
を
し
て
海
棠
に
比
せ
し
め

ん
τ

。後
、
明
の
宋
景
濂
が

集
を
閲
す
る
に
,繕
句
あ
り
、云
く
、櫻
を
賞
す
る
こ
と

日
本
は
唐

よ
り
も
盛
な
り
,彼
の
牡
丹
と
海
棠
と

の

如

し
、恐
く
は
是
れ
趙

昌
が
叢
き
難
き
所
、春
風
纔

に

起
り

て
雪
、
香
を
吹
く
」と
、近
世
、

閲
の
僭
逍
本
來
り
て
我
が
長
崎
に
佳
す
、亦
作
あ

り
、云
く
、「東
來

初
め
て
見
る
此
花
の
奇
な
る
を
、限
り

な
き

春
叢
自
眉
を
讓
る
.

的
」蝶
た
る
熔
珠
三
百
斛
、玲
瓏
た
る
玉
樹
萬

千

枝
、何
ぞ
妨
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め

濃
李
春
に
先
ち
て
鬣
な

る
に
、寒

梅

の

與

に
雪
姿
を
遜
ら
す
.

若
し
姫
娥
宮
裏
に
種
ゑ
し
め
ば
、清
光
は
桂
の
開
く
時
よ
り
も
多

か
ら
ん
一と
、此
外
聞
ゆ
る
無
し
,故

に

中

野

素
堂
句
あ
り
、云
く
、

「吟
人
何
事
か
尤
疎
漏
、許
の
如
き
名
花

に
久
く
詩
を
欠
く
』と
、源

栲
亭
,太
田
玩
鶴
、諸
人
の
如

き
、各
≧
其

詩

あ

れ

ど

も
、亦
禾
だ

稱
す
る
に
足
ら
す
、唯
柏
舒
亭
縄
句
獨
佳
な
り
、云

く
、「芳
根
許
さ

す
西
土
に
傳
ふ
る
ε
を
、留
め
て
東
方
第

一
の

花
と
作
す
」、大
抵

櫻
を

咏
す

る
、梅
花
の
清
、海

棠
の
懿
、牡

丹
の
富
貴
の
三
者
を

併
せ
、而
し
て
後
以
て
其
神
を
盡
す
可

し
.余
亦
七
律
五
首
あ
り
.
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亦

有
毛

律

五

首
噂如
ず其

聯

云
中千

重

積

雪

無
ヴ知
v暖
、

　
　
一
襟

輕

雲

易
v得
v風
、地

雖
西̀

土
一應
・無
・異
、天

在
・東

　
　
方
一似
ゾ有
ソ私
、天
質

還

宜
當
v曉

看
n風

姿
不
昌必
隔
μ流

一　　
評
ハ九
錫

不
v加

因
昌至

貴
嚇五

宜

何
敵

此
眞

香
、水

第

　
　
川

莊

微

雨

後
、山
龕

野

廟

淡

姻

虫

自

以

爲

不
v愧
昌

　
　
古

人
一矣
。

　
　

叉

有
昌彼

岸

櫻

者
叫花

不
昌甚

大
嚇開

以
昌彼

岸

節
嚇因

以

　
　
得
名
、驚

聽

二欝

鰰
後
丈
山
詩

云
、櫻
稱
・彼
岸

　
　

遞
置山

村
咀恨

不
ア入
昌名

園
一所
ウ曾
、子

細

看

來

有
F"三

絶
嚇

　
　

早

開

無
v葉

著
ゾ花

繁
、辻

山

松

亦

有

盂

律

二

貢

聯

　
　

云
、細

看

如

異̀

品
「更

覺

勝
昌眞

櫻
嚇顔

色

殘

霞

晩
、精

　
　

紳

新

月

晴
、山

松
、名

菘
、自
v幼

遊
・奚

疑

塾
↓與
・余

同
・

　
　

門
、詩

則

從
γ余

而

學
、

螂
　
　
舒

亭
、名

昶
、字

永

日
、有

木̀

工

集
嚇行
・于
.世
↓最

長
・絶

　
　
　
　
　
　
　

詩

聖
堂

詩

話

　
其
聯
に
「千
重
の
積
雪
暖
を
知
る
こ

と

無

く
、
一
樣
の
輕
雲
風
を

　

得
易
し
』、【地
、西
土
と
雖
應
に
異
る
乙

無
か
る

べ
し
、天
、東
方
に

在
り
て
私
あ
る
に
似
た
り
、実

質
還
て
宜
く
曉
に
當

り

て
看
る

鱗
舒
亭
、名
は
昶
、字
は
永
日
,木
工
集
あ
り
、世
に
行
は
る
、最
絶
句
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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日

本

詩

話

叢

書

匂
～嘗

作
を
口
原

詞

三

十

首
「今

節
數

貢

云
、舞

閣

歌

樓

連
昌翆

甍
「夜

闌

無
昌處

丕

春

情
叫誰

知

戸

外

秋

風

滿
、明

月

橋

頭

擣
v紙

聲
、相

思

欲
γ寄

恨

重

重
、永

夜

裁

ソ書
和
v涙

封
、影

暗
鮎
鉄
釘
一玉

蟲

冷
、風

傳

淺

草

寺

中

鐘
、綢

繆

幾

H

雨

留
墹郎
、占

盡

鴛

鴦

被

裡

香
、小

妹

不
レ知

離

別

苦
、簾

前

故

掛

掃

暗

娘
、叉

洗
レ竹

云
、

階

前

減
v翆

延
二風

月
h且

喜

漁

竿

剩
昌幾

枝
ハ記

得

去

年

端

午

後
、扶
君

醉

爽
豌

凉
移

、訪
F人

云
、桃

花

三

月

趣
昌鶯

啼
ハ不
ド訪
二桃

花
一訪
一柳

栖
h風

迭
"潮

頭
一波

漾

漾
、夕

陽

縷

在

櫓

聲

酉

七

言

佳

句

云
、往

年

句

少

今

年

勾

近

日

愁

多
"昔

日

愁
↓還

困

索
v句

難
抛

v枕
、

且

爲
ジ
留
γ香

不
レ捲
レ簾
、五

言

云
、雨

自

江

爲
v脚
、雲

還

石

作
v根
、孤

舟

一
蓑

雨
、匹

馬

四

蹄

花
、近

日

人

傳
邑

山

村

一
絶
"云
、霜

落

山

村

樹

欲
v室
、朝

塞

燹
レ菓

坐
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

長
す
、嘗
て
吉
原
詞
三
+
首
を
作
る
、今
數
首
を
節
す
、云
く
蕣

開

歌
樓
、翠
甍
に
蓮
ろ
、
夜
闌
に
し
て
處
と
し
て
拳
惰
な
ら
ざ
る
こ

と
な
し
、誰
か
知
ら
ん
戸
外
秋
風
の
満
る
を
明
月
僑
頭
紙
を
擣

っ

聲
」↓相
思
寄
せ
ん
と
欲
し
て
恨
重
々
冢

夜
書
を
裁
し
て
涙
に
和

し
て
封
す
、影
銀
鉦
に
暗
ふ
し
て
玉
蟲
冷
也
、風
は

摶

ふ
淺
草
寺

中
の
鐘
」、「綢
繆
幾
日
か
雨
に
郎
を
留

む
.占
め
盡
す
鴛
鴦
被
裡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こピさ
ら

香
、小
妹
は
知
ら
す
離
溺
の
苦
な
る

を
、簾
前
故
に
掛
く
掃
晴
娘
丶

　
　

す

叉
竹
を
洗
か
す
に
云
く
、「階
前
翠
を
減
し
て
風
月
を
延

く
、且
喜

ぶ
漁
竿
幾
枝
を
剩
す
を
、記
得
す
去
年
端

午

の

後
、君
が
醉
を
扶

け
て
晩
凉
に
向
つ
て
移
せ
し
こ
と
を
、」人
を
訪

ふ
に
云

く
、「桃
花

三
月
鶯
.隔
を
趨
ふ
、桃

花
を
訪
は
す

柳
栖
を
訪
ふ
、風
は
潮
頭
を

途
り
て
波
漾
々
、夕

陽
、樓
は
櫓
磬
の
西
に
在
り
」七
言
佳
句
に
云
。

「往
年
の
句
は
今
年

の
句
よ
り
も

少
く
.
近
β
の
愁
は
昔
日
の
愁

よ
り
も
多
し
旨
還
て
句
を
索
る
に
因
て
枕
を
鼬
ち
難
く
、且
、香
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

もビ

留
む
る
鴆
に
簾
を
捲
か
す
」五
言
に

云
、「雨
は
自
江
を
脚
と
爲
し
、

雲
は
還
て
石
を
根
と

作

す
」、門孤
舟

一
蓑
の
雨
、
匹
馬
四
蹄
の
花
し.

近
百
、
入
、山
村
の

一
絶
を
傳
ふ
、云
く
、
門霜
落
て

山
村
樹
室
か
ら

口



"
0螂

爐

紅
嚇紺

珠

巳

摘
昌殘

茄
一盡
、
一
尺

琅

葺

剪
昌早

葱
h奇

峭

殊

太

甚
。

素

堂
、名

正

興
、字

子

興
、伊

勢

人
、詩

喜
}放

翕
h秋

日

山

行

云
、緩

歩

唯

隨
"幽

意

加
h山

中

不
v管

日

西

斜
、

林

邊

葉

墜

看

無
V路
、谷

口

鷄

鳴

知
レ有
レ家
、水

入
"澄

潭

硼

初

靜
、雲

歸
蓮

曲
一嶺

獪

蜍
、煙

嵐

在

在

濃

飛
γ

淡
、蒸

出

長

天

一
抹

霞
、富

士

川

云
、天

下

急

流

横
`

嶽

陽
「時

時

怒

漲

絶

舟̀

航
h纔

淌
昌八

頂

寸

餘

雪
門水

長
昌洪

川
一
一
丈

強
、他

如
丁人

海

風

波

何

費

定
、世

途

陵

谷

鏨

時

移
、園

中

鋤
v草

香

襲
レ袖
、林

呻

伐
レ薪

花

滿
v頭
、煙

昇
昌樹

杪
象

何

在
、鳥

下
篷

窓
λ

定

無

皆

佳
、余

乙

夘

之

歳

到
二伊

勢
h素

堂

携
v余

遊
二

乘

山

寺
ハ寺

在
工祚

出

之

巓
h屈

曲

盤

折

而

上

者

數

百

歩
、

中

問

亠4ー
巖̀

石
ハ刻

東̀

厘

先

生

之

詩
h以

擬
昌磨

崖

碑
h

　
　
　
　
　
詩
聖

堂
詩

話

ん
と
欲
す
、朝
寒
茱
を
耋
て
爐
紅

に

坐

す
、紺
珠
已
に
殘
茄
を
摘

み
盡
し
て
、
一
尺
の
瑛
野
早
葱
を
剪
る
」、奇
峭
殊
に
太
「甚
し
。

素
堂
名
は
正
興
、字
は
子
興
.伊
勢
の
入
、詩
、放
翁
を
喜
ぶ
、秋
日
山

行
に
云
い「緩
歩
唯
幽
意
の
加
ふ
る
に
隨
ひ
、山

中

管
せ
啜

の
西

に
韻
な
る
に
、林
邊
葉
墜
で
看
る
に
路

な

く
.谷
口
鷄
鳴
て
家
有

る
こ
と
を
知

る
、水
、澄
潭
に
入
り
て
繝
初

て
靜
に
、雲
.遠
曲
に
歸

り
て
嶺
獪
殿
か
な
り
、煙

嵐

在
々
濃
と
淡
、蒸
し
出
す
長
天

一
抹

の
霞
」,富
士
川
に
云
、『天
下
の
急
流
嶽
陽
に
横
は
る
、時
々
怒
漲
舟

航
を
繩
す
、纔
に
八
頂
寸
餘
の
雪
を

淌

し
、
水
は
洪
川
に
長
す

一

丈
強
].他
門人
海
の
風
波
何
れ
の
日
か
定
ま
ら

ん
、世
途
の
陵
谷
鏨

時
に
移
る
」、「園
中
草
を
鋤
け
ば
香
、袖
を
襲
ひ
、林
畔
薪
を
伐
れ
は

花
頭
に
滿

つ
、烟
、樹
杪
に
昇

り

て
家

何
く
に
か
在
る
、鳥
、篷
窓

に
下
り
て
人
定
め
て
無
し
』の
如
き
、皆

佳

な
り
、余
乙
卯
の
歳
、伊

勢
に
到
る
、素

堂

金

を

携

へ
て

一
乘
山
寺
に
遯
ぶ
、寺
は
紳
山

の
巓
に
在
り
、屍
曲
盤
折
し

て

上

る
者
數
百
歩
、中
間
に
巖
石
あ

り
、束
崖
先
生
の
詩
を
刻
す
.以

て
磨
崖
碑
に
擬
す
,叉
上
る
こ
と

數
十
歩
に
し
て
之
れ

を
望
め
ば
、
複
道
重
閣
、
松
樹
の
間
に
參
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
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日
本
詩

話
叢
書

夂

上

數

十

歩

而

望
v之
、複

遘

重

閣
、參

差̀

乎

松

樹

之

間
嚇信

一
揚

淨

域
、無
"牛

點

俗

塵

之

氣
い既

而

入
v

門

則

箒

痕

滿

庭
、不
v見
二
一
屐

之

跡
ハ院

院

問

寂

若
ノ

無
7人

然
、素

堂

行

且

誦

日
、院

靜

似
レ無
v僭
、余

偶

然

和
F之

日
、門

開

如
γ有
v客
、素

堂

甚

善
二余

句
一日
、勝
昌夜

深

有
ノ雨

之

對
也

遠

矣
、余

亦

竊

以

爲

得
轟僭

院

莊

嚴

之

象
凶矣
、臨

後

足
γ之

爲
パ
一
律
h以

紀
昌其

事
h載

在
昌

集

中
h今

不
v贅

焉
、叉
導
v余

詣
昌太

禪

宮
h余

有
v詩

云
、

欲
レ知
昌禪

統

長

無
7極
、開

闢

以

來

唯

一
王
、素

堂

亦

有
昌七

律

一
首
h聯

云
、蕘

宮

自
v古

茅

茨

窄
、禹

食

於
F

今

粗

糲

傳
、茅

茨

粗

糲

紀

其̀

實

事
蘢

用
舌

典
一者

也
、余

毎
下興
素

堂
一談
弾詩
、必

及
昌亡

友

天

水
嚇天

水
、姓

山

中
、名
、恕

之
、亦

伊

勢

人
、來
呂江

戸
一從
藁北

山

先

生
脯

而

學
、年

三

十

三

而

卒
、有
昌睛

霞

亭

遺

稿
h五

言

云
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

た
り
、信
に

一
揚
の
淨

域
、牟
點
俗
塵
の
氣
な
し
、既
に
し
て
門
に

入
る
時
は
、則
箒
痕
満
庭
、
一
屐
の
跡
を

見
rす
、院
々
闃
寂
と
し
て

人
無
き
が
若
く
然

り
、素

堂

行
聖
且
誦
し
て
日
、『院
靜
に
し
て
信

無
き
に
似
た
り
』,余
偶
然
之
れ
に
和
し
て

日
、門門
開
い
て
客
あ
る

が
如
し
、」素
堂
甚
余
が

句
を
善
し

て
、日
、『夜
深
く

雨
あ
る
」の
封

に
勝
れ
る
や
遠
し
と
、余
亦
竊
に
以
爲

ふ
、憎
院

莊

嚴
の
象
を
得

た
り
と
、歸
後
之
れ
に
足
し
て

一
律
と
爲

し
、以
て
其
事
を

紀

す
.

載
せ
て
集
中
に
在
り
、今

贅
せ
す
。叉
余
を
導
ひ
て
太
禪
宮
に
詣

る
.余
詩
あ
り
云
↓
禪
統
の
長
く
極

り
な

き
こ
と
を
知
ら
ん
と
欲

せ
ば
、開
闢
以
來
唯
圭
一
王
」、素
堂
も
亦
七
律

一
首
あ

り
、聯

に
云
、

【堯
宮
古
よ
り
茅
茨
窄
く
、禹
食
4
に
於
て
粗
構
傳

ふ
旨茅
茨
粗
橢

其
實
事
を
紀
す
.能
く
古
典
を
用
ふ
る
者
な
り
、余
素
堂
と
詩
を
談

す
る
毎
に
、必
.亡
友
天
水
に
及
ぶ
、天
水
姓
は
山
中
、名
は
恕
之
、亦
、

伊
勢
の
人
、江
戸
に
來
り
て
北
山
先
生
に

從
ふ

て
學
ぶ
、年
三
十

三
に
し
て
卒
す
、晴
霞
亭
遘
稿
有
り
、五
留
口に
↓
云
、『月
落
ち
て
花
に

影
な
く
夜
深
く
し
て
水
に
聲
あ
り
」,「疎
簾
夜
月
に
垂

る
、頽
戸
春

霞
に
鎖
ざ
す
」、七
言
に
云
↓
柴
門
暮
る
こ
と
早
し
重
々
の
樹
、漁
舸

、:

丶



3蚓 、
ン

月

落

花

無
v影
、夜

深

水

有
v聲
、疎

簾

垂
凌

月
頽

戸

鎖
昌春

霞
嚇七

言

云
、柴

門

暮

早

重

重

樹
、漁

舸

歸

遲

曲

曲

溪
、
一
蹊

花

落

鳥

啼

少
、三

面

山

高

月

上

遲
、

皆

佳

句
、叉

有
卞角

巾

著

得

林

中

去
、人

道

七

賢

欠
γ

六

圖

之

句
納以
γ故

世

多

毀
昌其

險

奇

過

賞

余

嘗

有
7

言

日
、亡

友

天

水

之

詩
、有
一佳

句
一而

無
荏

詩
h柏

舒

亭

之

詩
、有
昌佳

詩
嚇而

無
昌佳

句
h然

佳

句

易
v得
、而

佳

詩

難
7得
、豈

不
下以
昌舒

亭
一爲
ψ勝

乎
。

山

本

北

山

先

生
、文

章
、博

學

爲
葺海

内

一
人
嚇嘗

題

關

雲

長

千

里

獨

行

圖

云
、捲
v雲

千

里

青

龍

動
、嘯
v

月

重

關

赤

兎

馳
、叉

題
昌舒

亭

所

居

云
、因
v洗
昌遮
F風

竹
「得
v添
昌煎
レ茗

薪
h次
轟韻

大

場

玉

泉

登
富

士

山
凶云
、

開

闢

之

前

造

化

工
、貯
γ雲

留
ゲ雪

四

時

同
、要
レ知
昌富

士

山

奇

蠻

都

在
昌玉

泉

詩

句

虫

元

享

年

間

僞

詩

　
　
　
　

詩

聖
堂

詩

話

館
る
こ
と
遲
し
曲
々
の
溪
、
=

蹊
花
落
ち
て
鳥
の
帰
く
こ
と
少

れ
に
、三
面
山
高
く
し
て
月
の
上
る
こ
と

遲
し
」,皆
佳
句
な
り
、叉

「角
巾
著
け

得
て
林
中
に
去
ら
ば
、人
は
道
は
ん

七
賢
六
を
欠

く

圖
と
]の
句
あ
り
、故
を
以
て

世
多
く
其
險
奇
過
當
な
る
を

毀
る
、

余
嘗
て
言

へ
る
こ
と
あ
り
日
、亡
友
天
水
の
詩
は
、佳
句
あ

り

て

而
し
て
佳
詩
な
し
、柏
舒
亭
の
詩
は
.
佳
詩
あ
り
て
而
し
て
佳
句

な
し
と
、然

れ
ど
も
佳
句
は
得
易
く
し

て
、而
し
て
佳
詩
は
得

難

し
、豈
舒
亭
を
以
て
勝
れ
り
と
せ
ざ
ら
ん
や
。

山
本
北
山
先
生
、文
章
博
學

海

内

の

一
人
と
爲
す
、嘗
て
關
雲
長

が
千
里
獨
行
の
圖
に
題
し

て

云
↓雲
を
捲
き
て
千
里
青
龍
動
き
、

月
に
嘯
き
て
重
關
赤
兎
馳
す
」、叉

舒

亭
が
所
居
に
題
し
で
云
「風

を
遮
る
竹
を
洗
す
に
因
て
、茗

を

煎

る

の
薪
を
添
ゆ
る
こ
と
を

得
た
り
、
大
揚
玉
泉
が
富
士
山
に
登
る
に
次
韻
し
て

云
、「開
闢
の

前
造
化
の
工
、雲

を

貯

へ
雪
を
留
め
て
四

時
同
じ
、富
士
山
の
奇

絶
を
知
ら
ん
と
要
せ
ば
、都
て
玉
泉

詩
句
の
中
に
在
り
」、元
享
年
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ロ

本

詩

話

叢

書

之

徒

流
二毒

一
世
h及
呂先

生

出
∵
葺

唱

中

郎

之

清

新

嚇

排
昌鑿

李

王

之

腐

調
h蓋

所
v謂

用

矢

承

氣

盪

也
～近

日

詩

風

大

改
、先

生

之

功

居
レ多
、然

詩

非
昌其

所
昌自

任
「故

出
昌其

門
一者
、如
呂雨

森

牙

卿
・太

田

錦

城
.鷹

野

魯

屋
・坂

井

子

衷

輩
嚇非
v謂
v不
v能
v詩

也
、難
下以
二詩

人

目
溢也
.以

詩

入
一自

許

者
、獨

素

塹

與
レ余

耳
。

余

初

作
ド詩
、獨

立

無
v倚
、後

因
二高

蒙

士
h得
下入
昌寛

齋

先

生

江

湖

祗
翼

轟舒

亭
・梅

外
・蠖

齋
・娯

菴
・伯

美

諸

人
一交
加叉

及
昌中

野

素

堂

之

將
7刻

晴̀

霞

亭

遺

稿
一也
、

引
v余

謁
二北

山

先

生
h余

之

受

知̀

於

先

生
ハ職

詩

之

由
、距
レ今

十

餘

年
、有
昌卜

居

集

二

卷
「皆

前
v是

所
・作

、

癸

丑

之

歳
、因

入

勸
一上
レ梓
、至
v今

噬
レ臍

不
v及

也
。

鷹

野

魯

屋
、名

貫
、字

忠

人
、嘗

序
昌余

刻

詩

募

疏
扁云
、

柳

柁

詩

中

之

如

來

也
、將
丁濟
出度

一
切

衆

生
盡

至
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.八

間
僞
詩
の
徒
、毒
を

一
世
に
流
す
、先
生
出

る
に
及

ん

で
、中
郎
が

清
新
ケ
首
唱
し
て
、
李
王
の
腐
調
を
排
撃
す
、葢
謂
は
ゆ
る
大
承

氣
湯
を
用

ふ
る
な
り
、近
日
詩
風
の
大
に

改

ま

る
、先
生
の
功
多

き
に
居
る
、然
れ
ど
も
、詩
は
其
自
ら
任
す
ろ
所

に
非

す
、故
に
其

門
に
出
る
者
、雨
森
牙
卿
.太
田
錦

城
、鷹
野
魯
屋
.坂
井
子
衷
が
輩

の
如
き
、
詩
を
能
せ
す
と
謂
に
は
非
ざ
る
も
、
詩
人
を
以
て

目
し

難
し
、詩
人
を
以
て
自
ら
許
す
者
は
、獨
、素
堂
と
余
と
の
み
。

余
初
め
詩
を
作
る
に
、獨
立
し
て

倚
る

こ
と
な
し
、後
、高
蒙
士
に

因
て
寛
齋
先
生
の
江
湖
就
に
入
り
、箭
亭
、梅
外
、螻
齋
、娯
菴
.伯
美

の
諸
人
と
交
る
こ
と
を
得
た
の
曳
又
中
野
素
堂
が
將
さ
に
晴
霞
亭

遺
稿
を
刻
せ
ん
と
す
る
に
及
ん
で
.余
を

引

て
北

山
先
生
に
謁

せ
し
む
、余
が
知
を
先
生
に
受
る
、職
と
し
て
詩
に
之
れ

由

る
、今

を
距
る
こ
と

十
餘
年
、卜
居
集
二
卷
あ
り
、皆
是
よ
り

前
に
作

る

所
、癸
丑
の
歳
、
人
の
勸
め
に
因
り
梓
に
上
す
、
今
に
至
り
て
臍
を

噬
め
ど
も
及
ば
す
。

鷹
野
魯
堂
、名
は
貫
、字
は
忠
人
、晩旨
て
余
が
刻
詩
募
疏
に
序
し
て

云
、柳
陀
は
詩
中
の
如
來
な

り
、將

さ

に

一
切
衆
生
を
濟
度
し
て

盡
く
佛
向
上
地
に

至
ら
し
め
ん
と
す
、
其
著
す

所
の

ト
居
集
二
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佛

向

上

地
亠也
、其

所
v著

卜

居

集

二

卷
、欲
v上
v梓

久

矣
、諸

檀

越

若

出
昌若

干

金
h以

助
昌剞

岡

之

費
嚇公
昌之

于

天

下
h則

其

爲
昌功

徳
一也

必

大

矣
、云

云
、余

険

日
、

如

來

不
v得
v濟
度

衆

生

卻

濟
度

於

衆

生
司

三

絃

之

盛
二于

今

旦

歉

坊

分
レ涙
、月

出
}薪

譜
h愈

出

愈

淫
、其

陷
一溺

人

心
嚇不
漏菅

桑

間

濮

上

之

賣

也
、余

嘗

有
下咏
昌三

絃
一七

律
轟云
、風

飜
昌意

海

春

波

亂
、雨

捲
昌

心

雲
一秋

刀

陰
、言
菖其

惑
昌人

心
一也
、甚

矣

世

人

之

好
二

淫

樂

也
、都

下

工

商

固

無
v論
、至
昌于

士

人

大

夫

凡

生
v女

者
、則

必

敏
v之

以
昌三

絃
ハ習

以

爲
ソ常
、不
v知

鑽

穴

踰

牆

之

患
、皆

自
二此

中
一生
、寛

齋

先

生

亦

有
昌三

絃

彈

一
首
冖摘

句

云
、君

不
v見

魯

國

君

相

受

女̀

樂
「

宣

尼

彿
v衣

去

不
v還
、何

使
罵陰

陽

變

理

權
、移

在
昌女

兒

手

口

問
∵葢

傷
皿其

壞
昌風

俗
一也
、篇

章

甚

長
、此

不
渥

　
　
　
　
　
詩

聖
堂

詩

話

卷
、梓
に
上
さ
ん
と
欲
す

る
こ
と
久
し
、
諸
撥
越
若
し
若
干
金
を

出
し
て
以
て
剞
剛
の
費
を
助
け
、之
れ
を
天
下
に
公

に

せ
ば
、則

其
功
徳
た
る
や
必
大
な
ら
ん
と
云
云
、余
険
つ
て
日
、如
來
、
衆
生

を
濟
度
す
る
こ
と
を
得
す
、卻
て
衆
生
に
濟
度
せ
ら
る
と
。

三
絃
の
今
日
に
盛
な
る
欷
坊
.派
を
分
ち
、月
}
に
新
譜
を
出
だ
す
、

愈
、
出
て
愈
主
淫
、其
人
心
を
陷
溺
す
る
蕾
盆
に
桑
間
濮
上
の
音
の

み
に
あ
ら
す
、余
嘗
て
三
絃
を
咏
す
る
七
律
あ

り
、云
、「風
は
意
海

を
飜
し
て
春
波
亂
れ
、雨
は
心
雲
を
捲
て

秋

月
陰
る
』,其
人
心
を

惑
す
を
言
ふ
な
り
、甚
し
い
か
な
世
人

の
淫
樂
を
好

む
や
、
都
下

工
商
は
固
よ
り
論
な
し
、士
人
大
夫
に
至

る
ま
で
う凡
、
女
を

生
む

者
は
則
必
之
に
歡
ゆ
る
に
三
絃
を
以
し
、
習
て
以
て
常

と
爲
す
、

知
ら
す
鑽
穴
踰
牆
の
患
,皆

此

の
中
よ
り
生
す
る
こ
と
を
、寛
齋

先
生
も
亦
三
絃
彈

一
首
あ
り
、摘
句

に

云
、「君
見
す
や
魯
國
の
君

相
女
樂
を
受
く
、宣
尼
衣
を
拂
τ
去
て
還
ら

す
H「何
ぞ
陰
陽
燮
理

の
權
を
し
て
、移
し
て
女
兒
手
口
の
間
に
在
ら
し
む
る
や
一と
、葢
.

其
風
俗
を
壞

ゐ
を
傷
む
な
り
、篇
章
甚
長
し
、此
に
具
に
録
せ
す
。
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日

本

詩

話

叢

書

具

鋒

河

寛

齋

先

生

爲
二

代

詩

匠

與
昌其

盟
喝者
、如
晶舒

亭
・

梅

外
・伯

美
・娯

菴

輩
h皆

各

成
昌
一
家
h海
蠖

齋

序
昌先

生

百

絶
一云
、江

湖

詩

瓧

得
v人

於
v斯

禽
v盛
、如
戊
先
生

題
・東

坡

遊
昌赤

壁
一圖
ヱ云
7孤

舟

月

上

水

雲

長
、崖

樹

秋

寒

古

戰

場
、
一
自
菖風

流

屬
壊

老
h功

名

不
阿復

蠹
夢

周
郎
、"可
γ謂
昌絶

調
「叉

余
、痩

梅

庵

小

集

賦
新

燕
凶云
、

銜
v泥

燕

子

非
昌生

面
n底

事

窺
v人

未
v到
y集
、果

爾

去

年

秋

祗

後
、南

頭

架
v屋

挿
昌新

茅
ハ秋

日

云
、風

冷

多

癨

身

早

臧
、水

寒

將
γ落

齒

先

知
、秋

夜

云
、月

沈
昌高

樹

鴉

初

睡
、菓

落
閑

塵

蟲

息
v聲
。

寛

齋

先

生

嘗

論
v詩

云
、詩

本
昌風

情
h不
v求

之̀

風

趣
嚇

而

求
昌之

格

調
ツ抑

遠

矣

哉
、且

格

獪
二人

品
嚇品

分
昌上

下
唱士

農

工

商

各

有
昌身

分
ハ有
昌品

格
噛臣

而

爲
y君
、農

一
〇

河
寛
齋
先
生
は

一
代
の
詩
匠
た
り
、其

盟
に
與
る
者
、舒
亭
、梅
外
、

伯
美
、娯
菴
が
輩
の
如
き
、皆
各
,
一
家
を
成
す
、海
蠖
齋
、先
生
の
百

縄
に
序
し
て
云
、
江
湖
詩
就
人

を

得

る
斯
に
於
て
盛
な
り
と
爲

す
、と
、先
生
東
坡
が
赤
壁
に
遊
ぶ
圖
に
題
し

て
、「孤
舟
月
上
り
て

水
雲
長
し
」
崖
樹
秋
寒
し
古
戰
揚
.
一
た
び

風
流
、坡
老
に
屬
せ
し

自
り
、功
名
、復
、周
郎
を
叢
か
す
」
と
云

ふ
が
如
き
、
絶
調
と
謂
ふ

可
し
、又
余
が
痩
梅
庵
の
小
集
に
新
燕
を
賦
し
て
云
↓
泥
を

銜

む

燕
子
生
面
に
非
す
、底
喜
ぞ
人
を
窺
ふ
て
未
だ
菓
に
到

ら

ざ

る
.

果
し
て
爾
り
去
年
秋
肚
の
後
、南
頭
屋
を
架
し
て
新
茅

を
挿
む
」,

「秋
日
に
云
、
風
冷
に
し
て
多
癨
の
身
は

早
く
感
じ
.水
寒

し
て
將

に
落
ち
ん
と
す
齒
先
づ
知
る
」.秋
夜
に
云
、「月
、高

樹
に
沈
ん
で
鴉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こゑ

初
め
て
睡
り
、菓
、
閑
庭
に
落
ち
て
蟲
、聲

を
息
む
」。

寛

齋

先

生
嘗

て
詩

を

論

じ

て

云
.詩

は

風
情

に

本

つ

く
.之

れ

を

風
趣

に
求

め

す

し

て
、而

し

て
、之

れ

を
格

調

に

求

む
、抑

蓮

い

か

,
な
、
且
格

は
獪

、人

晶

の

噛、」
と
し

、品
、上

下

を

分

つ
.士
農

工
商

、各

畫

身

分

あ

り

、品

格

あ

り
、
臣

に

し

て
君

を

爲

し
.
農

に

し

て
士

を
爲
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而

爲
y士
、謂
昌之

不
7知
v分
、故

應

制
・試

帖
、吾

所
v不
〆爲
、

何

則

身

在

昌江

湖
"也
、從

軍
・塞

下

吾

所
γ不
γ作
、何

則

時

際
昌昇

李
唖也
、夫

教

自
昌脩

身
"始

而

充
昌之

天

下
噛學
v

詩

亦

爾
、言
昌其

身

分

之

中
嚇無
v所

v不
v能
、然

後

應

制

從

軍

從
v所
v遇
、而

皆

不
v出
昌於

吾

身

分

之

外
h故

學
v

詩
、
一
求
昌之

目

前
h不
呂必

求
昌之

遠
嚇先

生

此

言
、痛

中
昌

今

人

之

病

h故

録
昌于

此
刈

明

和

之

末

護

園

餘

焔

未
レ盡
、詩

人

動

率

以

二格

調
h

寛

齋

先

生

作
昌北

里

歌

三

十

首
嚇以

見
菖性

靈

之

詩

莫

昌不
v可
ソ言

者
門舒

亭

吉

原

詞
・娯

巷

深

川

竹

枝
、皆

是

其

所
鵡權

輿
一也
、而

先

生

隱
叫其

名
】不
v著
、余

謂

孔

子

刷
v詩

而

存
二鄭

衞
「雖
昌是

鑑

詞

唱亦

足
戛以

記
昌風

俗
一

耳
、其

詞

云
、書

壁

當

申

燃

燭̀

龍

噛紅

彩

羅

列

玉

芙

蓉

、銀

壺

纔

點

二

更

漏
、早

報

束

山

牛

夜

鐘
、桃

花
・

　
　
　
　

詩

聖

堂

詩

話

す
、之
れ
を
分
を
知
ら
す
と
謂
ふ
、故
に
應
制
、試

帖
は
吾
爲
さ
ざ

る
所
、何
と
な
れ
ば
則
、身
、江
湖
に
在
れ
ば
な
り
、從
軍
、塞
下
は
吾

作
ら
ざ
る
所
、何
と
な
れ
ば
則
、時
昇
不
に
際
す
れ
ば

な

り
、夫
れ

教
は
修
身
よ
り
始
り
,
而
し
て
之

蔦
を

天
下
に
充
つ
、
詩
を
學
ぶ

も
亦
爾
り
、共
身
分
の
中
を
言
ふ
て
、能
せ
ざ
る
所
な

く
し

て
、然

し
て
後
.應
制
、從
軍
、遇

ふ
所
に
從

ふ
て
、皆
吾
身
分
の
外
に
出
で

す
、故
に
詩
を

學
ぷ
に
は
、
一
に
之
れ
を
目
前
に
求
め
て
、
必
し
も

之
れ
を
遠
き
に
求
め
す
と
、
先
生
の

此
の
言
、
痛
く
今
人
の
病
に

中
る
、故
に
此
に
録
す
。

明
和
の
末
、馥
園
の
餘
焔
未
だ

審

き

す
、詩
人
動
す
れ
ば
率
す
ゐ

に
格
調
を
以
す
、寛
齋
先
生
、北
里
歌
三
十
首

を
作
り
、以
て
姓
靈

の
詩

畜
ふ
可
か
ら
ざ

る

者

な

き
を
見

は

す
、舒
亭
が
吉
原
詞
、

娯
菴
が
深
川
竹
枝
、皆
是
れ
其
の
權
輿
す
る

所

な

り
、而
れ
ど
も

先
生
其
名
を
隱
く
し
て
著
さ
す
、余
謂

へ
ら
く
孔
子
詩
を
刪
り
而

し
て
鄭
衞
を
存
す
.是
れ
蠶
詞
と
雖
、亦
以
て
風
俗
を
記
す
る
に
足

ら
ん
の
み
,其
詞
に
云
.
[霊
壁
當
中
燭
龍

を
燃
す
、紅
衫
羅
列
す
玉

芙
容
、銀
壷
纔
に
點
す
二
更
の
漏
.早
く
報
す
東
山
傘
夜
の
鐘
属
桃

花
敢
て
天
台
を
隔
て
す
、前
度
の
劉
郎
冷
、
復

來

る
ゐ阿
監
錦
兒
齊

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
=
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日
本
詩
話
叢
書

螂
　
　
不
鑑敢

隔
矢

台
h前

度
劉

郎

今

復

來
、阿
監

錦

兒

齊

　
　
　
勸
F酒
、金

鼇

捧

出

小
蓬

莱
、日

出

三

竿

捲
二翆

帷
h宿

　
　
　
粧
殘

粉
亦
多
,姿
、嬌
鬘

未
ノ斂
諡朝

雲

影
コ

響

金

鈴

　

　

　
　
　
報
昌午

時
曉

雲

窓

外

雪

漫

漫
、留
昌得

郎

君
一蹄

思

寛
、

　
　
　
撥
昌卻

紅

泥

爐

底

火
「更

温
昌卯

酒
一護
昌朝

寒
輔

　
　
　
池

娯

菴
、名

桐

孫
、字

無

絃

有
"一深

川

竹

枝

詞

三

十

　
　

3
首
「余

閲
μ帶

經

堂

詩

話
h王

漁

洋

日
、柳

枝

專

咏
v柳
、

　
　
　
竹

枝

泛

咏
嵐

土
n竹

枝

詞

古

人

有
二專

咏
昌竹

枝
h乃

　
　
　
引
昌柳

枝

之

側
h然

偶

一
見

耳
、非
陳

旨
一也
、叉

讀
三
晟

　
　
　
倉

山

隨

園

詩

話
n有
廃

邱

竹

枝
・西

湖

竹

枝
・泰

准

　
　
　
竹

枝
・珠

江

竹

枝
・虹

橋

竹

枝
・潮

州

竹

枝
・江

上

竹

　
　

枝
・元

夜

竹

枝

等
h皆

紀
鷁其

風

惨

也
、娯

菴

嘗

住
昌深

　
　
　
川
門故

有
昌此

撰
嚇其

詞

云
、
一
隊

新

粧

上
昌畫

樓
門大

娘

3
　

押

尾

小

前

頭
、只

因

座̀

客

多
二生

面
h相

竝

無
レ言

自
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
圃

く
酒
を
勤
む
、金
鼇
捧
け
寓
だ
す
小
蓬
莢
旨
『日
出
で
で
三
竿
翠
帷

を
捲
、丶
.宿
粧
殘
粉
亦
多
姿
、
嬌
鬟
求
だ
朝
雲
の
影
を
斂
め
ざ
る

に
、
剛
響
の
金
鈴
午
時
を
報
す
#
暁
雲
窓
外
雪
漫
々
、郎
君
を
留
め

得
て
歸
恩
寛
か
ら
し
む
、紅
泥
爐
底
の
火
を
撥

却

し

て
.更
に
卯

酒
を
温
め
て
朝
寒
を
護
す
。

池
娯
菴
.名
は
桐
孫
.字
は
無
粒
、深
川
竹
枝
の
詞
三
十
首
あ
り
、余

帶
經
。棠
詩
話
を
閲
す
る
に
、王
漁
洋
日
、柳
枝
は
專
、柳
を

咏
じ
,竹

枝
は
泛
く
風
土
を
咏
す
、竹
枝
の
詞
、古

人
專
,
竹
枝
を
咏
す
る
あ

ら
、乃
柳
枝
の
例
を
引
く
、然
れ

ど

も
偶
虫
一
見
の
み
、原
旨
に
非

す
と
、夂
袁
倉
山
が
隨
園
詩
話
を
讀
む
に
、虎
邱
竹
枝
、
西
湖
竹
枝
、

秦
淮
竹
枝
。珠
江
竹
枝
、虹
橋
竹
枝
、
潮
州
竹
枝
、
江
上
竹
枝
.
元
夜

竹
枝
等
あ
り
、
皆
其
風
俗
を
紀
る
す
な
り
、
娯
菴
嘗
て
深
川
に
往

す
、故
に
此
撰

あ
り
、其
詞
に
云
。コ

隊
新
粧
叢

褸
に
上
る
。
大
娘

は
押
尾
小
は
前
頭
、
只
座
客
の

生
面
多
き
に
因
て
、
相
竝
ん
で
言

な
く
自
ら
羞
る
に
似
た
り
」.「繁
絃
嬌
曲
仙
舟
を
逾
る
、信
ぜ
す
人

間
自
ら
愁
あ
る
を
、却
て
囘

る
時
に
到
り
て
轉
,惆
悵
す
,
子
規
啼



り
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似
γ羞
、繁

絃

嬌

曲

淦
昌仙

舟
h不
v信

人

間

膚

有
v愁
、卻

到

囘̀

時
一轉

惆

悵
、子

規

啼

過

海

雲

稠

一
帶

暮

江

烟

色

濃
、來

舟

時

與
昌去

舟
蓬

、隔
簾

髣

髴

難
着

面

、

才

認
昌語

聲
一聾
喚

儂
h轉

午

粉

樓

粧

未
v匂
、前

育

滯
レ

酒

翠

娥

顰
、外

頭

忽

喚
昌儂

家
岬出
、試

問

生

人

是

熟

人
、銀

盤

解

下

緑

鬟

頭
、
一
朶

矯

雲

碎

不
v收
、爲
寔

兒

郎

催

得

緊
"淡

粧

漫

綰

急

登
レ樓
、風

緊

蘆

邊

凉

似
v秋
、小

姑

學
v釣

在
昌艦

頭
ハ玉

繊

未
v償

嬉
レ竿

蓮
、只

遣

癡

魚

不
γ上
v鈎
、良

辰

紳

會

正

中

秋
、戸

戸

珠

簾

盡

上
v鈎
、閑
昌卻

済

光

今

夜

旦

星

球

萬

點

照

街̀

頭
h

重

屏

隔

斷

幾

鴛

鴦
、樓

鎖
暮

雲
畍夢

一
場
、別

有
款

情
一卿

不
v解
、漁

篝

月

冷

滿

天

霜
、額

書
昌濃

娥
一髻

綰
v

烏

紅

粧

紋

綺

逐
歡

娯
h相

逢

總

道

青

春

好
、孰

識

羅

敷

自

有

夫
、命

薄

新

従

託

畢

移
、紅

嚢

只

自

向

　
　
　
　

詩

聖

堂

詩

話

・き
過
ぎ
て
海
雲
稠
し
」、「
一
帶
の
暮
江
烟
色
濃
な
今
、來
舟
時
に
去

舟

と
逢

ふ
、簾
冷
隔
…て
ゝ
髣
髴
と
し
て
面
惣
看
難
し
.オ
に
語
聲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ミの
し

を
認
め
て
儂
を
輕
喚

す
」、「轉
午
粉
樓
粧
未
だ
匂
は
す
、前
宵
酒
に

く
る
し

め

瑠

ら

れ

て
翠
娥
顰
す
、外
頭
忽
ち
儂
家

を
喚
び
出
す
、試
に
問

ふ

生
人
か
是
熟
人
か
と
」.「銀
盤
解
下
す
線
鬟
頭
、
一
朶
の
矯
霎
碎
け

て
牧
ま
ら
す
,是
れ

児

郎
の
催
し
得
る
の
緊
き
が
爲
に
、淡
粧
漫

綰
し
て
急
に
櫻
に
登
る
」、門風
緊
し
て
蘆
邊
凉
、秋
に
似
た
り
、小
姑

釣
を
學
ん
で
般
頭
に
在
り
、玉
繊
未
だ
慣
は
す
竿
を
擡
ぐ
る
の
迚

な
る
に
ゴ
ハ道
、沖
癡
魚
釣
に
上
ら
す
と
、L「良
辰
紳
會
正
に
中
秋
、戸

々
の
珠
簾
盡
く
鈎

に
上
す
、清
光
今
夜
の
月
を
閑
却
し
て
、
星
球

萬
點
街
頭
を

照
亠
'9」、「重
屏
隔
斷
す
幾
鴛
鴦
.褸
は
春
雲
に
饋
す
夢

一
揚
、別
に
秋
情
あ

り

卿
解
せ
す
、
漁
篝

月
冷
な

り
満
天
の
霜
」、

門額
に
濃
娥
を

書
て
髻
に
烏
を
綰
す
、紅
粧
絖
綺
歡
媛
を
逐
ふ
、
相

逢
ふ
て
總
て

道
ふ
青
春
好
し

と
、孰
れ
か
識
ら
ん
羅
敷
も
自
と

夫
あ
る

を
」、「命
薄
ふ
し
て
新
に
北
里
よ
り
移
る
、紅
の
衰

へ
た
る

は
只
自
ら
鸞
に
向

ふ
て

知

る
、
眉
心
鬟

樣
粧
ひ
成
し
て
是
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



……一…一……{一…

蝿3

　
　
　
　

日

本

詩

話

叢

書

鸞

知
、眉

心
鬟

樣

粧

成

是
、獪

恐

人

看

認
舊

時
ハ江

レ上

人

家

重
昌女

兒
ハ苧

蘿

自

解

出

西̀

施
h垂

髫

先

巳

敏
昌歌

曲
「等
昌候

登
v揚

初

試

時
輔

我

邦

有
下稱
昌卯

花
一者
n開

以
昌四

月

初
h灌

佛

前

日
、都

下

之

俗
、賣
二此

花

及

款

茗
ハ爲
翼

供
フ佛

也
、娯

菴

首

夏

云
、春

事

闌

珊

丕

住
v些
、雨

餘

濃

葉

護

窓

紗
嚇兩

竿

紅

日

眠

初

醒
.、聽

取

門

前

費
昌卯

花
h卯

花

入
v詩
、

娯

菴

爲
v始
。

島

梅

外
、名

笥
、字

稚

節

所

見

云
、低

細

箏

聲

彈
昌姨

風
不

庭

烟

淡

月

朦

朧
、青

簾

牛

捲

燈

不
v點
、人

在
一

海

棠

花

影

虫

夜

景

云
、無

數

鳧

鴎

泊
二月

明
h柔

櫓

嘔
蹴

夜

漁

行
、驚

飛

丕

遠

一
齊

去
、過
昌箇

蘆

叢

落
〆

水

聲
、可
v謂
昌流

麗
「矣
、梅

外

作
v詩
、毎

出
昌新

裁
嚇然

性

疎

放
、動

有
矗卒

仄

失

粘

者
h余

毎
v讀
5梅

外

詩
{必

先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四

獪
恐

る

人

の
看
て
舊
時
を
認
め
ん
こ
と
を
]、江
上
の
入
家
女
兒

々
重

ん
す
、苧
蘿
自
ら
解
す
西
施
を
出
だ
す
こ
と
を
、垂
髫
先
已

に
歌
曲
を
教

へ
、
揚
に
登
り
て
初
て
試
む
る
時
を
等
候
す
。』

　
　
うのは
な

我

邦
卯
栢
み
稱
す
る
髫
あ
り
.開

く

に
四
月
初
を
以
τ
す
、灌
佛

の
前
日
、都
下
の
俗
、此
花
及
び
新
茗
を
費

る
、=碁
佛
に
供
す
る
が

爲
め
な
り
、娯
菴
、首
夏
に
云
、〔春
事
闌
珊
と
し
て
些
を
佐
め
す
、雨

餘
の
濃
葉
窓
紗
を
護
す
、兩
竿
の
紅
日
眠
初

て

醒

む
、聽
取
す
門

前
卯
花
を
賣
る
を
」、卯
花
の
詩
に
入
る
は
娯
菴
を
始
と
す
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

島
梅
外
、名
は
鍔
、字
は
稚
節
、所
見
に
云
、[低
細
の
箏
聲

風̀
に
彈

す
、小
庭
烟
淡
く
し
て
月
朦
朧
、青
簾
半
卷
き
て
燈
點

ぜ

す
、入
は

海
棠
花
影
の
中
に
在
り
」、夜
景
に
云
,「無
數

の
鳧
鵬
月
明
に
泊
す

柔
櫓
崢
磯
と
し
夜
漁
行
く
、驚
飛
逋
か
ら
す

一
齊
に
去
る
箇
の
蘆

叢
を
過
ぐ
る
に
水
に
落
つ
る
聲
あ
り
」、流
麗
と
謂
ふ
可
し
、梅
外
、

詩
を
作
る
、毎
に
新
裁
を
出
だ
す
、然
れ
ど
も
性

疎

放
、動
も
す
れ

ば
李
仄
失
粘
す
る
者
あ
り
、
余
梅
外
が
詩

を
讀
む

毎

に
、必
先
づ



3弸

… 正

其̀

失

盤
～故

梅

外

苦
昌余

嚴

酷
ハ余

豈

嚴

酷

乎

哉
、

梅

外

之

疎

漏

也
。

陳

簡

齋

柳

絮

詩

云
、顛

狂

還

作
昌高

千

尺
颪

力

微

時

穩

下

來
、梅

外

傚
昌其

意
両咏
昌蒲

公

英
嚇云
、欲
レ落

還

颶

二

三

尺
、風

微

緩

渡
二野

流
一來
、能

得
】點

化

之

妙
h

余

亦

嘗

反
7唐

人

鷺

詩
、
一
樹

梨

花

落
出晩

風

之

意
、

以

咏
嵩棣

棠

韮

云
、幾

雙

黄

蝶

落
昌風

前
刈
　

　

　

　
,

咏

物

之

體

最

難
、切

則

泥
、離

則

粗
、丕

泥

丕

粗
、方

初

稱
v妙

辻

山

松

咏
昌芭

蕉
"云

牛

天

殘

雨

雷

初

罷
、

滿

扇

驟

凉

風

乍

來
、若

林

伯

節

咏
昌海

裳

云
、月

下

多

情

春

有
v睡
、風

前

遺

恨

舊

無
v香
、皆

得
其

妙
岶

二

老

堂

雜

誌

云
、閣

皇

山

館

有
二天

幅

四

年
、孫

儷
・

李

洞
・宋

齊

邱
・況

彬
・孟

賓

于
・徐

鉉
・陶

淵

詩

碑
h是

詩

碑

之

始

也
、又
有
昌詩

塚

之

目
h見
昌宋

景

濂

集
h云
、

　
　
　
　

詩

聖
堂
詩

話

其
失
聲
を
正
す
、故
に
梅
外
.余
が
嚴
酷
に
苦
む
、余
、豈
嚴

酷
な
ら

ん
や
、梅
外
が
疎
漏
な
る
な
り
。

陳
簡
齋
が
柳
絮
の
詩
に
云
、「顯
狂
還
て
高

さ
千
尺
を

作

し
、風
力

微
な
る
時
穩
に
下
り
來
る
」、梅

外
其

意

に
傚
ふ
て
蒲
公
英
を
咏

じ
て
云
、「落
ち
ん
と
欲
し
て
還
た
颶
る
二
三
尺
、風
微

に
し
て
緩

く
野
流
を
渡
り
來
る
」、能
く
點
化
の
妙
を
得

た

り
、余
亦
嘗
て
唐

人
の
鷺
の
詩
=

時
の
梨
花
晩
風
に
落
つ
あ

意
を
反

し

て
,以
て

棣
棠
花
を
咏
し
て
云
、「幾
雙
の
黄
蝶
か
風
前
に
落
2
と
。

咏
物
の
體
最
難
し
、切
な
れ
は

則
ち
泥
み
、離
れ
は
則
ち
粗
な
り
、

泥
ま
す
粗
な
ら
す
、方
に
初
め
て
妙
と
稱
す
、辻

山
松
、芭
蕉
を
咏

し
て
云
。
「牟
天
の
殘
雨
雷
初
め
て
罷
み
、
満
扇
の
騾
凉
風
乍
ち
來

る
」.若
林
伯
節
、海
棠
を
咏
し
て
云
、「月
下
多
情
、春
、睡
る
あ
り
、風

前
の
逡
恨
舊
よ
り
香
な
し
」、皆
其
妙
を
得
た
り
。

二
老
堂
雜
誌
に
云
、「閣
喜
山
館
に
.天
幅

四

年
、孫
握
、李
洞
、宋
齊

邱
、沈
彬
、孟
賓
于
、
徐
鉉
、陶
淵
の
詩
碑
あ

り
、是
詩
碑
の

始
め
な

り
、叉
詩
塚
の
目
あ
り
、宋
景
濂
が
集
に
見

ゆ
、云
、番
に
奇
男
子
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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日

本

詩

話

叢

書

番

有
奇

男

子

郵

魯

蟹

學
詩

李

存

先

生

先

生

以
v

文

雄
一江

東
「獨
一才
v脩
、脩

有
昌詩

朋

十

人
門皆

縁
v情

善

賦
、番

數

羅
昌兵

燹
惰

懼
其

詩

失
7傳
、堤
V埴

爲
・甓
、刻

癌
乏

芝

山

中
莪

邦

未
v聞
v有
昌此

等

軣

菅

伯

美

嘗

立
昌詩

碑

於

墅

止

夲

林

寺

中
n叉

刻
蕊般

若

心

經
凶痙
v

之
、名

日
昌痙

心

經
h其

好

徇

可
レ想
、伯

美
、名

清

成
、高

崎

世

臣
、有
昌松

夢

軒

集

八

卷
h詩

專

學
昌香

山
当故

其

所
v言

多

渉
二李

淡
ハ謫

居

云
、
一
水

淙

淙

繞
v屋

流
、逋

霄

徹
v枕

惹
昌閑

愁
恵

如
冖忙

蝶

狂

來

倦
身

似

飢

蠶

食

罷

休
h林

外

聽
v鐘

知
昌寺

近
「窓

前

聞
F鹿

覺
昌郷

幽
h

關
v情

此

際

都

抛

卻

欲
下學
無

生
息

ウ所
γ求
、秋

懷

云

月

依
堪

y賞

深

侵
v夜
、日

爲
v易
v淌

偏

愛
v秋
、五

言

云
、

不
γ覺

來

遊
レ寺
、無
v端

叉

出
ソ林
、山

信

總

無

事
、邏

客

屡
來

遯
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

り
魯
惰
と
日
ふ
詩
を
李
存
先
生
に
學
ぶ
、先
生
文
を
以
て
江
東
に

雄
た

り
、獨
.婿
を
才
と
す
、惰
詩
朋
十
人
あ
り
、皆
情
に
縁
て
善
く

賦
宀。・、番
數
,兵
燹
に
罹
る
、緕
、其
詩
の
慱
を
失
は
ん
こ
と
を
懼
れ

て
、埴
を
挺

し
て
甓
と
爲
し
、刻
し
て
之
れ
を
芝
山
中
に
塞
む
、
我

邦

未
だ
此
等
の
事
あ

る
を
聞
か
す
、
菅
伯
美
、嘗
て
詩
碑
を
墅
止

の
軍
林
寺
中
に
立
て
、叉
般
若
心
經
を
刻
し
て
之
れ
を
痙
む
名
け

て
癧
心
經
と
日

ふ
.其
好
尚
想
ふ
可
し
、伯

美
名
は
清
成
.高

崎

の

世
臣
、松
夢
軒
集
八
卷
あ
り
、詩
.專
、香
山
を
學
ぶ
、故
に
言
ふ
所
多

く
準
淡
に
渉
る
、謫
居
に
云
、「
一
水
漂

々
と
し
て
屋
ケ
繞
り
て

流

る
、通
宵
枕
に
徹
し
て
閑
愁
を
惹
く
、
思
は
忙
蝶
の
狂
し
來
り

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奪

倦

む
が
如
く
、身
は
飢
蠶
の
食
し
罷
ん
で

休
む
に
似
た
り
、
林
外

鐘
を
聽
て
寺
の
近
き
を

知
り
、
窓
前
鹿
を

聞
て
郷
の
幽
な
る
を

覺
ふ
、情
を
關
る
、
此
際
都
て
抛
却
し
て
、無
生
を

學
ん
で
求
む
る

所
を
息
め

ん
と
欲
す
」.私
懷
に
云

「月
は
賞
す
る
に
堪
へ
た
る
に

依
り
て
深
く
,夜
を
侵
し
、日
は
淌
し
易
き
が
爲
め

に

偏
に
秋
を

愛
す
一、五
言
に
云
「覺
え
す
來
り
て
寺
に
遊
ぶ
を
、端
な
く
叉
林
を

出
づ
」、「山
得
總
て
無
事
、遷
客
屡
來
り
遊
ぶ
。』



3
強

詩

貴
""李

淡
h卒

淡
、詩

之

上

乘

也
、然

　牛
淡

不
寧經
昌奇

險

中
噌來
"則

徒

是

村

嫗

絮

談

耳
、釡

無
昌氣

力

焉
、故

學
レ詩

先

覓
}"奇

險
h而

後

温

雅
、而

後

甼

淡
、詩

到
菖罕

淡
崎而

詩

之

能

事

畢

矣
、東

坡

云
、凡

爲
v文

當
v使
一氣

象

崢

蠑

五

色

絢

爛

漸

老

漸

熟
、乃

造
昌李

淡
周

少

隱

云
、不
鱒但

爲
ソ文
、作
レ詩

者
、亦

當
v取
二法

於

此
哺

海

蠖

齋
、名

磽
、字

君

玉
、睡

起

云
、暗

窓

醒

訪

日

將

暮
、不
v識

春

雲

酸
レ雨

催
、烟

斷
竹

爐
一次

未
レ冷
、睡

問

レ獪

是

牛

時

來
、夏

日

田

園

云
、郊

村

十

里

與
v山

蓮
、

野

雉

聲

聲

碎
昌暮

煙
「低

處

秧

田

高

處

麥
、線

黄

劃

破

小

潺

湲
、又
有
昌愛

轉

牀

頭

養
v苔

石
、寵

袤

窓

外

過
v花

盆

之

聯
h尤

佳
、蠖

齋

有
v兄

日
昌森

岡

世

璋
肺字

伯

珪
、伯

珪

有
レ子
、長

日
展

字

隷

天

次

日
}珊

字

貢

.

父
∵皆

善
v詩
、蠖

齋

養
樋貢

父
h以

爲
昌己

子
hT

巳

之

冬
、

　
　
　
　

詩

聖
堂

詩

話

詩
は
軍
淡
を
貴
ぶ
.卒
淡
は
詩
の
上
乘
な
り
.然
れ
ど
も

李

淡
は
、

奇
險
中
を
經
來
ら
ざ
れ
ば
、則
徒
に
是
村
嫗

の
絮
談

の

み
、全
く

氣
力
な
し
、故
に
詩
を
學
ぶ
、先
づ
奇
臉
を
覓
め
、
而
し
て
後
に
温

雅
、而
し
て
後
に
夲
淡
な
り
、詩
.李
淡
に
到
り
て
而
し
て
詩
の
能

事
畢
る
,東
坡
云
、凡
、文
を
爲

る
當
さ
に
氣
象
を
し
て
崢
蠑
に
、五

色
絢
爛
な

ら
し
む
べ
し
、漸
く
老
い
漸
く
熟
し
て
、
乃
李
淡
に
造

る
と
、周

少
隱
云
.但
に
文
を
爲
る
の
み
な
ら
す
,詩
を
作
る
者
も

亦
當
さ
に
法
を
此
に
取
る
べ
し
。

海
蠖
齋
、名
は
.璞
、字
は
君
玉
、睡
起
に
云
、門暗
窓
醒
て
誘
る
日
將
さ

に
暮
れ
ん
と
す
る
か
と
、、識
ら
す
春
雲
の
雨
を
醸

し

催

す
こ
と

を
.烟
、竹
爐
に
斷
え
て
灰
牽
だ
冷
な
ら
す
、睡
聞
獪
是
れ
孚
時
來
」、

夏
日
田
園
に
云
、「郊
村
十
里
山
と
蓮
る
、野
雉
聲
々
暮
烟
に
碎

く
、

低
處
は
松
田
高
處
は
麥
、線
黄
劃
破
す

小
遽
湲
」,叉
「愛
は
轉
す
牀

頭
苔
を
養

ふ
石
、雛
は
裹
な
窓
外
花

を

過

ぐ
る
盆
」の
聯
あ
り
、

尤
佳
な
り
、蠖
齋
兄
あ
り
、森
岡
世
璋
と
日

ふ
、字
は
伯
珪
、珀
珪
、子

あ
り
、長
を
展
字
は
線
天
と
日
ひ
、次
を
珊
字
は
貢
父
と

日

ふ
、皆

詩
を
善
す
、蠖
齋
、貢
父
を
養
ふ
て
、
以
て
己
が
子
と
爲
す
、丁
巳
の

冬
、余
伊
勢
よ
り
歸
る
、蠖
齋
亦
貢
父
を
携

へ
て
備
中
よ
り
還

る
.

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

一
七
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日

本

詩

話

叢

書

余

歸
ン自
伊

勢
嚇蠖

齋

亦

携
一貢

父
一自

備̀

中
一還
、丕

圃

相
邁

薩

墟

嶺

上
嚇余

乃

有
v詩

云
、奇

景

何

圖

得
・奇

作
與

v山

併

作
昌
一
雙

壷

蠖

齊

風

流

好

事
、家

多

藏
昌

奇

賚

世

有

増

注

聯

珠

詩

格
h不
v載
み作

者

姓

名
嚇或

疑

五

山

僭

徒

之

所
v作

也

頃

日

得
二朝

鮮

本

聯

珠

詩

格
嚇

末

有
乙弘

治

二

年

竹

溪

安

環

字

子

珍

者

跋
「云
、成

化

乙

巳

年

間
、逹

城

徐

公

居

正

増

爲
ユ注

解
嚇後

七

年

我

成

宗

大

王

命
二臣

環

及

成

俔
・蔡

壽
・權

健
・申

從

港
↓將

徐

注
董

加
昌補

削
「既

獻

用
"鑄

字
噛印

頒
、云

云
、今

本

無
二此

蹶

文
嚇故

致
入

疑
門爲

銀

告
v世
、
漁
●瓣

從

淺
・成

俔

三

人
、見
昌

朱
・竹

蛇

明

詩

綜
一

余

自
昌伊

勢

}歸

寓
昌山

本

汎

居

録

陰

茶

寮

h庭

前

有
轟

紅

梅

一
樹
「比
嵩已

結
7實
、葉

問

更

發
昌爾

三

點

臼

花

h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

圖
ら
す
薩
壗
嶺
上
に
相
遇

ふ
.余
乃
詩
あ

り
、云
、寄

景
何
ぞ
圖
ら

ん
奇
件
を
得
ん
と
は
、山
と
併
せ
て

一
暦
の
奇
と
作
す
」、蠖
齋
、風

流
好
事
、家
に
多
く
奇
書
を
藏
す
。

世
に
壕
注
聯
珠
詩
格
有
、作
者
の
姓
名
を
載

せ

す
、或
は
疑

ふ
、五

山
の
僭
徒
の
作
る
所
と
、頃
日
朝
鮮
本
の
聯
珠
詩
格
を
得
た
り
末

に
弘
治
二
年
竹
溪
安
環
字
は

子
珍
と
い
ふ

者
の
跋
あ
り
,
云
、成

化
乙
巳
年
聞
、逹
城
の
徐
公
居
正
、壜
し
て

注
解
を
爲
る
、後
七
年
.

我
成
宗
大
王
.臣
環
及
成
倒
.蔡
壽
.權
健
、申
從
護
に
命
じ
.重
て
補

削
を
加

へ
し
む
、既
に
獻
じ
て
鑄
字
を
用
ひ
、印
頒

す

と
云
云
、今

本
、此
跋
文
な
し
,故
に
人
の
疑
を
致
す
.爲

に
録
し
℃
世
に
告
ぐ
、

徐

居

正
、串

從

漢
、成

悦

三

入
、朱

竹

蛇

の

明

詩

綜

に
見

え

た

り
o

余
伊
勢
よ
り
歸
り
て
山
本
汎
居
が
線
陰
茶
寮
に
寓
す
、庭
前
紅
梅

一
樹
あ
り
、已
に
實
を
結
ぶ
比

ほ

ひ

に
,葉
聞
更
に
兩
三
點
の
白

花
を
發
す
.余
詩
あ
り
.云
、「號
國
夫
人
玉
を
肌
と
作
す
.誤
り
て
時

'



3
螂

'余

有
v詩

云
、貌

國

夫

人

玉

作
v肌
、誤

隨

時̀

世
一競
路妍

媛
友

猜

新

樣

不
釉

稱
h倫

卸
訌

粧

試
昌舊

姿
肉詩

成
、

以

似
昌北

山

先

生
唱先

生

日
、貌

國

淫

行

女

子
、不
v可
8

以

些

梅

花

清

自
嚇余

退

而

告
昌汎

居
一日
、先

生

起
二

大

議

論

以

論
v詩
、此

則

先

生

之

所
5以

爲
・先
生

也
。」

汎

居
、名

謹
、字

公

行
、北

山

先

生

適

嗣

也
、少
・余

十

歳
、交

最

相

親
、其

聞
レ蛙
、有
・斷

續

聲

中

種

種

聲

之

句

奇

警

可
v喜
、叉
晩

秋

云
、天

氣

慘

凄

霜

下

緊
、衆

林

染

毳

到
款

過

小

齋

簾

捲

輕

風

入
、午

睡

枕

邊

紅

葉

多
、汎

居

毎

月

集
詑

皐
・櫻

宇
.延

年
.天

來
.董

堂
・山

松
・顯

臣
・共

懿

諸

人
一分
・韻

賦
・詩
、必

推
レ余

執
・

牛

耳
嚇汎

居

固

多

詩

材
莪

望
己其

愈

老

愈

熟

愈

到
二

其

妙
岶

櫻

宇
、春

日

晏

起
、有
暖

被

醒

來

初

轉
ザ
枕
、滿

窓

花

　
　
　
　
　

詩

聖
堂
詩

話

世
に
隨
ひ
て
妍
嬢
を
競
ふ
、又

猜

ふ

新
様
の
相
稱
は
ざ
る
を
、偸

に
紅
粧
を
卸
し
て
舊
姿
を
試
む
」、
と
詩

成
る
、
以
て
北
山
先
生
に

似
す
、先
生
日
、號
國
は
淫
行
の
女
子
以
τ
梅
花
の
清
白
に
比
す
可

か
ら
す
と
、余
退
き
て
汎
居
に
告
け
て
日
、
先
生
、
一
大
議
論
を
起

し
て
以
て
詩

を
論
す
,此
れ
則
ち
先
生
の
先
生
た
る
所
以
な
り
と

汎
居
名
は
謹
.字
は
公
行
、北
山
先
生
の
適
嗣

な

り
。余
よ
り
少
き

こ
と
十
歳
、交
最
相
親
し
.其
.蛙
を
聞
く
に
「斷
續
聲
中
種
々
の
聲
一

の
句
あ
り
、奇
警
喜
ぶ
可
し
、叉
晩
秋
に

云
、門天
氣
慘
凄
霜
の
下
る

こ
と
緊
し
、衆
林
染
め
盡
し
て
秋
の
過

る
に

到
る
、小
齋
簾
捲
て

輕
風
入
る
.午
睡
枕
邊
紅
葉
多
し
、」汎
居
、
毎
月
,北
皐
.櫻
宇
.延
年
、

天
來
.董
堂
、山
松
.顯
臣
、共
懿
の
諸
人
を
集
め
て

韻
を
分
ち
詩
を

賦
す
、
必
余
を
推
し
て
牛
耳
を
執
ら

し

む
、汎
居
固
よ
り
詩
材
多

し
、我
れ
其
愈
-
老
い
て
愈
曇其
妙
に
到
ら
ん
こ
と
を
望
む
。

櫻
宇
、春
日
晏
起
に
、【暖
被
醒
め
來
り
て
初

て
枕
を
轄
す
れ
ば
、滿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
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ロ

本

詩

話

叢

書

影

午

鷄

聲

之

負

七

言

移

居

云
、從
v移
閑

地
一詩

多

痩
、自
v買
離好

山
一家

倍

貧
、五

言

云
、蓊

日

孤

村

雨
、殘

虹

牛

野

晴
、看
v梅

云
、雪

暗

初

晴

後
、月

奇

將
v曙

前

皆

佳

句

也
、櫻

宇

姓

山

田
、名

直

大
、字

伯

方
。

延

年
、姓

松

井
、名

壽
、梨

花

云
、夢

中

相

遇

林

之

下
、

玉

骨

美

人

雲

作
v裳
、洗
盡

嬌

顔
一雨

晴

夕
、更

臨
二月

鏡
増試
昌新

粧
司

天

來
、姓

與

住
、名

時

雨
、秋

晩

云
、牛

庭

斜

口

雨

初

晴
、雨

後

秋

風

驟

冷

生
、自

帝

明

朝

欲
v囘
v駕
、赤

衣

使

者

啓
昌前

行
唱秋

日

云
、昨

來

知

道

微

霜

下
、染

得

楓

稍

第

一
枝
、只

恐

金

魚

不
v堪
v冷
、取
昌來

破

笠
一覆
昌

盆

池
h天

來

學
レ詩
、未
二

年
h巳

有
潟此

手

段
嚇所
び謂

近
昌

於

詩
著

也
。

奮

堂
、名

敬

義
、字

泊

直
、以
γ書

名
'世
、書

學
董

玄

宰
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
O

窓
の
花
影
午
鷄
の
聾
」の
句
あ
り
、七
言
移
居
に

云
.「閑
地
に
移
り

し
ょ
り
詩
多
く
は
痩
せ
、好
山
を
買
ひ
し
よ
り

家

倍
蛍
貧
」、五
言

に
云
、一斜
日
孤
村
の
雨
、殘
虹
牟
野

の

睛
」、梅
を
春
る
に
云
、「雪
は

噌
し
初
め
て

晴
る
後
、
月
は
奇
な
り
將

に
曙
け
ん
と
す
る
前
」.皆

佳
句
な
り
、櫻
宇
姓
は
山
田
、名
は
直
大
、字
は
伯
方
。

延
年
.姓
は
松
井
、名
は
壽
、梨

花

に

云
賊
夢
中
相
遇
ふ
林
の
下
に
、

玉
骨
の
美
人
雲
を
裳

と
作

す
、嬌
顏
を
洗
ひ
盡
す
雨
の
晴
る
ゝ

夕
、更
に
月
鏡
に
臨
ん
で
新
粧
を
試
む
殆

天
來
、姓
は
與
佐
、名
は
時
雨
、秋
晩
に
云
、「孚
庭
の
斜
日
雨
初
め
て

晴
る
、雨
後
の
秋
風
驟
冷
生
す
、
白
帝
明
朝
駕
を
回

さ
ん
と
欲
す

赤
衣
の
使
者
前
行
を
啓
く
」、秋
日
に
云
、「昨
來
知
道
す
微
霜
の
下

る
を
.染
め
得
た
り

楓
梢
第

一
枝
、只
恐
る
金
魚
の
冷
に
堪

へ
ざ

ら
ん
を
、破
笠
を
取
り
來
り
て
盆
池
を
覆

ふ
』、天
來
詩
を
畢
ぶ
、未

だ

一
年
な
ら
す
、已
に
此
手
段
あ
り
、謂
ゆ
る
詩
に
近
き
者
な
り
。

董
堂
.名
は
敬
義
、字
は
伯
直
、書
を
以
て

世
に
名
あ
り
、害
、董
玄



$螂

因

以

爲
v號
、其

遞
昌中

野

素

堂
h有
7今

日

遲
レ君

獪

未

v別
、巳
從
昌今

P

待
昌君

還
↓之

語
畑最

爲

婉̀

麗
h又

病

中

花

遲

云
、二

月

中

旬

獪

有
v雪
、石

爐

添
v火

下
禺重

帷
嚇

春

塞

丕

恨

約
び花

住
、
一
日

開

遲

落

亦

遲
、酒

店

云
、

和

風

暖

日

雪

淌

時
、遙

過
}"溪

橋
一訪
昌酒

旗
「壁

上

新

題

殷

點

檢
、春

來

某

某

看
v梅

詩
、夏

日

田

園

云
、杜

宇

聲

中

欲
ソ雨

天
、村

村

麥

熟

小

豊

年
、腰
v鎌

農

叟

蹄

來

處
、
一
朶

黄

雲

擔

在
v肩
、余

最

愛
ユ其

山

近

知
v

秋

早
、池

深

得
ノ月

多

之

一
聯
舶

島

梅

外

紅

葉

句

云
、三

日

不
v來

秋

色

老
、前

囘

好

處

巳

室

枝
、董

堂

乃

云
、前

囘

來
v此

未
昌旬

旦

岸

胖

青

楓

太

牛

丹
、語

意

相

同

而

不
レ妨
昌各

佳
輔

河

孔

陽
、名

三

亥
、寛

齋

先

生

之

長

子

也
、薗
昌七

八

歳
h學
欺米

海

岳

書
『及
v長

盆

極
二其

妙
「余

常

言

方

今

　
　
　
　

詩

聖
堂

詩

話

宰
を
學
ぶ
、因
て
以
て
號
と
爲
す
、其
、中
野
素
堂
を
途
る
に
.「今
日

君
を
迭
り
て
獪
未
だ
別
れ
ざ
る
に
、已
に
今
日
よ
り
君
が
還
る
を

待

つ
」.の
語
あ
り
.最
婉
麗
た
り
、叉
病
巾
花
遲

き

に

云
、「二
月
中

旬
獪
審
あ
り
、石
爐
火
を
添

へ
て
重
帷

を

下

す
、春
寒
恨
み
す
花

を
約
し
往
む
る
を
.
一
日
開
く
こ
と
遲
け
れ
ば
落
る
も
亦

遲

し
、

酒
店
に
云
.「和
風
暖
日
雪
の
淌
す
ろ
時
、遙

に
溪
橋
を
過
ぎ
て
酒

旗
を
訪

ふ
、壁
上
新
題
殷
に
點
臉
す
れ
ば
、春

來

某

々
梅
を
看
る

の
詩
」、夏
日
田
園
に
云
↓杜
宇
聲
中
雨
な
ら
ん
と
欲
す
る
天
、村
々

麥
熟
す
小
豐
年
、鎌
を
腰
に
す
る
農
叟
歸

り
來

る

處
、
一
朶
の
黄

雲
擔
ふ
て
肩
に
在
り
」、余
最
其

「山

近
ふ
し
て
秋
を
知
る
こ
と
早

く
、池
深
ふ
し
て
月
を
得
る
こ
と
多
し
」の

一
聯
を
愛
す
。

島
梅
外
.紅
葉
の
句
に
云
、門三
日
來
ら
す

秋
色
老

ゆ
、前
囘
の
好
處

已
に
室
枝
」.董
堂
は
乃
云
、「前
囘
此
に
來

る
禾
だ
旬
日
な
ら
す
、岸

胖
.の
青
楓
太
牟
丹
し
一、語

意

相

同
う
し
て
而
し
て
各
佳
な
る
を

妨
げ
す
。

河
孔
陽
、名
は
三
亥
、寛
齋
先
生
の
長
予

な

り
、七
八
歳
よ
り
米
海

岳
が
書
を
學
び
、長
す
る

に

及

び
倉
㌢
其
妙
を
極
む
、余
常
に
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蟻二
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日
本

詩

話
叢

書

都

下

能
レ書

者

二

人
、老

人

則

柴

栗

山
、少

年

則

河

孔

陽
、孔

陽

詩

有
二家

風
「夏

日

云
、五

更

過

雨

曉

來

晴
、夏

木

如
び衾

村

景

清
、
一
寸

青

秧

三

寸

水
、田

田

浸

得

鬧

蛙

盤
。

作
v詩

之

人

固

少

也
、觀
v詩

之

人

亦

丕

多

也
、余

毎
レ

得
二

詩
一則

必

示
昌之

増

田

薑

齋
唱菫

齋

必

解

願

首

肯

焉
、如
菫

齋
嚇謂
能

觀
v詩

之

家

而

可

也
、董

齋
、名

濤
、字

萬

襞
、善
篆

刻
h後

學
レ詩
、詩

甚

新

奇
、故

寛

齋

先

生

贈

云
、風

情

更

轉
離

蟲

手
門裁

出

江

湖

新

樣

詩
、其

看
v梅

云
、晴

溪

流

淺

可
を
一
尺
h小

艇

探
v春

次

第

移
、
一
樹

梅

花

乍

横
レ水
、短

筥

無
v處
v避
瓊

枝
「叉

四

月

云
、山

雨

晴

時

繁
昌嫩

緑
h海

雲

破

處

過
昌新

鵑
¶

漁

郎

恰

報

松

魚

信
、便

是

鎌

倉

四

月

天
、松

魚

以
事

出
昌鎌

倉

者
幽爲
昌第

累
都

下

賞
v之
、獪

如
鑑華

人

之

賞
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ご

ふ
、方
今
都
下
書
を
能
す
る
者
二
人
、老
人

は
則
柴

栗

山
、少
年
は

則
河
孔
陽
.孔
陽
の
詩
は
家
風
あ
り
、
夏
日
に
云
、【五
更
の
遒
雨
曉

來
晴
る
、夏
木
翕
の
如
く
村
景
清
し
、
一
寸
の
青
秧
三
寸

の

水
、田

々
浸
し
得
た
り
鬧
蛙
の
聲
。」

詩
を
作
る
の
人
固
よ
り
少
し
、詩
を

觀

る
の
人
亦
多
か
ら
す
、余
、

一
講
を
得
る
侮
に
、則
必
之
れ
を
増
田
菫
齋

に

示
す
、菫
齋
必
解

頤
首
肯
す
、菫
齋
の
如
き
は
、能

く

詩

を
觀
る
の
友
と
謂

ふ
て
可

な
り
、董
齋
名
は
濤
、字
は
萬
頃
、
篆
刻
を
善
す
.後
,
詩
を
學
ぶ
、詩

甚
新
奇
、故
に
寛
齋
先
生
膾
り
て
云
、【風
情

更
に
雕
蟲
の
手
を
轉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぼ

じ
、裁
し
出
だ
す
江
湖
新
樣
の
詩
」、
其
、
梅

を
看
る
に
云
、「晴
溪
流

　
　
　
　
　

ぽ
か
り

淺
ふ
し
て
三
尺
可
、小
艇
春
を
探
り
て
次
第

に

移

る
、
吋
樹
の
梅

花
乍
水
に
横
は
る
、短
籥
瓊
枝
を
避
く
る
に
處

な
し
」、叉
四
月
に

云
↓
山
雨
晴
る
ゝ
時
嫩
線
繁
し
、海
雲
破
る
ゝ
處
新
鵑

過
ぐ
、漁
郎

恰
報
す
松
魚
の
信
.便
ち
是
れ
鎌
倉
四
月
の
天
」.松

魚
、鎌
倉
に
出

づ
ゐ
者
を
以
て
第

一
と
爲
す
、都
下
之
れ
を
賞
す
る
こ
と
、獪
、
華

人
の
蟹
螯
を
賞
す
る
が
如
し
、其
初
て
出

る

や
、或
は
劒
を
費
り

　 甑無騾
～
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蟹

螯
磯也
、其

初

出

也
、至

或̀

賣
v劍

典
v衣

以

爭
7之
、柏

舒

亭

所
v謂

欲
7解
轟新

衣
}當
"噺

味
劫朝

暾

窓

外

責

菘

魚
門亦

謂
v此

也
。

十

日

之

苦

心
、要

在
v得

二

字

牛

句
一矣
、當

其̀

巳

得
7

之
、知

古

作

昌某

字

某

語
↓之

初
、若
.爲
菖其

句

其

詩
偽而

作

者
=譬

如
昌疎

影

暗

香

字
コ

落
朞林

君

復

之

手
h而

千

載

咏
レ梅

者

不
v可
昌復

侵
一也
、是

謂
缶辭

有
7圭
、我

黨

作
v詩

、宜
」和

爲

避
7之
。

詩

莫
v不
v可
v解

也
、而

其

有

v不
『可
v解
、則

非
矢

下

至

公

之

不
7可
v解

唯

我

一
己

之

禾
v可
ゲ解

也

世

人

動

以
7妙

處

在
二可
v解

不
v可
レ解

之

問
一之

一
語
占率
ソ之
、誤

矣

、余

咏

櫻

草
一七

律

有
7惜

將
昌五

色

染
『雲

手
h卻

換
昌

千

枝

戴
v雪

姿
h之

語
ハ麓

谷

老

人

觀

日
、此

句

不
v可
"

解
、余

默

然
、爾

後

遇
γ人

必

擧
v此

問
レ之

、衆

皆

日
v可
ぴ

　

　

　

　

詩

聖

堂

詩

話

衣
を
典
つ
て
以
て
之
れ
を
爭
ふ
に
至

る
、柏

舒

亭

が
謂
ゆ
る
「新

衣
を
解
て

新
味
に
當
て
ん
と
欲
す
、朝

暾

窓
外
に
松
魚
を
賣
る

と
」、亦
此
れ
を
謂

ふ
な
り
。

十
日
の
苦
心
、要
、
一
字
孚
句
を
得
る

に
在

り
、其
己
に
之
れ
を
得

る
に
當
り
て
は
、知
る
古
、某
の
字
某
の
語
を
作
る
の

初
、其
句
其

詩
の
爲
に
し
て
作
る
者
の
若
し
、譬

へ
ば
疎

影

暗

香

の
字
の
如

き
、
一
た
び
林
君
復
が
手
に
落
ち
て
.而
し

て

千
載
、梅
を
咏
す
る

者
、復
侵
す
可
か
ら
す
、是
れ
を
辭
に
主
あ
り
と
謂

ふ
、我
黨
の
詩

を
作
る
、宜
く
相
爲
に
之
れ
を
避
く
べ
し
。

詩
、解
す
可
か
ら
ざ
る
な
し
.而
し

て

其

解
す
可
か
ら
ざ
る
あ
る

は
、則
天
下
至
公
の
解
す
可
か
ら
ざ
る

に
非

す
、唯
我

一
己
の
解

す
可
か
ら
ざ
る
な
り
、
世
人
動
も
す

れ
ば
、妙
處
は
、解
す
可
く
解

す
可
か
も
ざ
る
の
間
に
在
る
の

一
語
を
以
て
之
れ

を

率

す
、誤

れ
り
、余
、櫻
草
を
咏
す
る
七
律
に
、「惜
ら
く
は
五
色
.雲
を
染
む
る

手
を
將
て
卻
、て
千
枝
雪
を
戴
く
姿
に
換
ふ
」の
語

あ

り
、麓
谷
老

人
觀
て
日
、此
句
解
す
べ
か
ら
す
と
、
余
默
然
た
り
、
爾
後
人
に
遇

へ
ば
必
此
れ
を
擧
け
て

之
々
問

ふ
、衆

皆
解
す
べ
し
と
日
ふ
て
、

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

ご
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口

本
詩

話
叢

書

解

而

後

心

初

安
。

麓

谷
、姓

谷
、名

本

脩
、畫

家

文

晁

之

父

也
、性

好
v詩
、

年

七

十

餘
、聞
レ有
昌詩

會
ハ則

必

造
v之
、分
γ韻

賦
"詩
、下
v

筆

立

成
、不
轟必

待
昌八

叉
h作
v詩

之

速
、余

未
"見
二如
レ斯

者
一也
、麓

谷

常

自

云
、我

有
齡速

作

之

病
(是

以

詩

多

醐
二粗

硬
嚇然

如
鷹其

云
5牛

夏

夏

初

草
、長

春

春

後

花
一

不
v可
v謂
v不
レ巧
。

滕

粢

堂
、名

愽
、春

雨

云
、吟

庇

探
v梅

期

在
v近
、旗

亭

閤
v柳

約

何

違
、又

云
、潤
財花

霑
v柳

功

非
二

、渾

在
晶霏

霏

漠

漠

虫

叉

有
7花

溪

鳥

浴

紅

邊

水
、草

徑

人

衝

緑

處

姻
、夕

摘
畦

葬

和
v雪

煮
、晨

收
"林

葉

帶
財霜

燒

之

句
納皆

佳

也
、粲

堂

之

婦

日
嵩舜

英
門麓

谷

老

人

之

女
、文

晁

之

妹

也
、興
　其

嫂

幹

幹
鴫同

工
昌於

暈

云
。

閨

秀

善
γ詩

者
、近

世

唯

木

端

人

之

妻

順

姑

一
人

ご
四

而
し
て
後
心
初
て
安
し
。

麓
谷
、姓
は
谷
、名
は
本
鋳
、叢
家
文
晁
が
父
いな

り
、性
、詩
を
好
む
.

年
七
十
餘
、詩
會
あ
る
を
聞
く
と
き
は
則

必
之
れ

に

造

る
、韻
を

分
ち
詩
を
賦
す
、筆
を
下
せ
ば
立
う
に
成
お
、必

し

も
八
叉
を
待

た
す
.詩
を
作

る
の
速
な
る
、余
禾
だ
斯
の
如
き
春
を
見

す
、麓
谷

常
に
自
ら
云
、我
遽
に
作
る
の
病
あ
り
、是

を

以

て
詩
多
く
粗
硬

に
屡
す
と
、然
れ
ど
も
其
「牟
夏
は
夏
初
の
草
、長
春
は
春
後
の
花
」

と
云
ふ
が
如
き
、巧
な
ら
す
と
謂
ふ
可
か
ら
す
。

滕
粲
堂
、名
は
愽
、春
雨
に
云
ふ
、「吟
杜
梅
を
探
る
期
近
き
に
在
り
、

旗
亭
柳
を
問
ふ
約
何
ぞ
違

は
ん
」、叉
云
、「花
を
潤
ほ
し
柳
を
霑
す

功

一
に
非
す
.渾
て
霏

々
漠
々
の
中
に
在
り
」、叉
「花
溪
、鳥
は
浴
す

紅
邊
の
水
、草
徑
、人
は
衝
く
線
處
の
烟
、夕
に
畦
蔬
を
摘
ん
で

畧

に
和
し
て
煮
、晨
に
林
葉
を
收
め
て
霜
を
帶
て
燒
く
」の
句

あ

り
.

皆
佳
な
り
、粲
堂
の
婦
を
舜
英
と
日
ふ
、麓
谷
老
人

の
女
、文
晁
の

妹
な
り
、其
嫂
幹
々
と
同
じ
く
叢
に
工
み
な
り
と
云
ふ
。

閨
秀
の
詩
を
善
す
る
者
、近
世
唯
木
端
人

か
妻
順
姑

一
人
の
み
、島



"り蜘

耳
、島

梅

外

將
甲刻

其̀

遺

稿
一而

收
耶之

於

雨

餘

軒

叢

書
旧余

就
梅

外
一得
數

首
叫午

睡

云
、春

到
梨

花
一日

漸

長
、簾

前

睡

靜

不
v添
v香
、輕

風

吹
v夢

時

醒

起
、雲

自
晶

窓

紗
日未
二夕

陽
¶雪

後

云

碧

紗

風

透

攪
二幽

夢
一貧
v煖

枕

衾

將
γ起

遲
、怪

底

雨

聲

連

打
v砌
、繞
v檐

疎

滴

雪

淌

時
、三

刀

盡

云
、殘

夜

惜
v春

眠

不
v戒
.柔

腸

斷

盡

遠

鐘

聲
、暗

燈

閑

把

金̀

叙

剪
、
一
陣

輕

寒

入
二五

更
嚇

夜

景

云
、緑

動
甬庭

問
一夜

景

清
、小

欄

倚

偏

解
昌殘

酲
h

一
痕

繊

月

亂

雲

外
、聽

得

子

規

三

四

聲
、春

燒

云
、

昨

夜

庭

前

風

雨

過
、朝

暾

紅

映
論
石
窓

紗
h黄

麟

百

囀

眠

初

醒
、獨

對
晶海

棠
一看
昌落

花
魂

自
γ古

才

子

少
一福

分
h天

之

賦
v命
、其

曷

如
v斯

乎
、若

欲
ガ
早

奪
二其

生
h則

不
ノ如
v莫
轟始

與
8之

才
一也
、若
昌小

川

笙

船

之

孫

藤

吉
・井

金

峩

之

孫

富

藏
h皆

稱
}甲奚

疑

　
　
　
　

詩

聖
堂

詩
話
、

梅
外
將
に
其
遘
稿
を
刻
し
て
之
れ
を

雨
餘
軒
叢
書
に
收
め
ん
と

す
、余
、梅
外
に
就
て

數
首
を
得
た
り
、午
睡

に

云
一
春
.梨
花
に
到

り
て
日
漸
長
し
.簾
前
睡
靜
に
し
て
香
を
添

へ
す
、輕
風
夢
、を
吹

い
て
時
に
醒
め
て
起
く
.雲
は
窓
紗
に
白
く
し

て
未

だ

夕
陽
な

ら
す
レ,雪
後
に
云
、「碧
紗
風
透
り
て
幽
夢
を
攪
す
、煖
を
貪
る
枕
衾

將
に
起
き
ん
と
す
る
こ
と
遲
し
、怪
む
雨
聲
の
連
り
に
砌
を
打
つ

を
、櫓
を
繞
る
疎
滴
雪
の
淌
す

る
時
」
、三
月
蠱
に
云
、〔殘
夜
、春
を

惜
ん
で
眠
成
ら
す
、柔
膓
斷
議
す
湛

鐘

の

聲
、晤
燈
閑
に
金
釵
を

把
り
て
剪
る
、
一
陣
の
輕
寒
五
更

に
入
る
」.夜
景
に
云
「線
.庭
聞
に

動
て
夜
景
漬
し
,小
欄
倚
り
褊
く
し
て
殘
酲

を
解

く
、
一
痕
の
纎

月
亂
雲
の
外
、聽
き
得
た
り
子
規
の
三
四
聲
旨
春
暁
に
云
↓
昨
夜
庭

前
風
雨
過
ぐ
、朝
暾
の
紅
は
碧
窓
紗

に

映
す
、黄
鶴
百
囀
眠
初
め

て
醒
む
.獨
、海
棠
に
對
し
て
落
花
を
看
る
」。

古
よ
り
オ
子
福
分
少
な
し
.天
の
命
を
賦
す
る
.其

れ

曷

ぞ
斯
の

如
き
や
、若
し
早
く
並
ハ生
を
奪
は
ん
と

欲

せ
ば
、則
始
よ
り
之
れ

が
才
を
與
ふ
ろ
こ
と
莫
き
に
如
か
す

小
川
笙

船

が

孫
藤
吉
、非

金
峩
が
孫
寫
藏

が
若
き
、皆
奚
疑
塾

の
才
子
と
稱
せ
ら
る
,而
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ご
五
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日

本

詩
話

叢
書

塾

之

才

子
嚇而

早

世

莫
"傳
、悲

哉
、木

偵
、字

貞

入
、亦

江

湖

杜

中

一
才

子

也
、歳

二

十

二

而

卒
、其

江

上

帥

事

云
、岸

葦

秋

深

雨

後

叢
、寒

烟

散

處

泊
昌弧

篷
h

清

風

乍

起

波

搖
v月
、百

尺

銀

龍

浴
永

虫

叉

春

曉

云
、雙

屐

餘
レ痕

牛

庭

蘚
、夜

來

知

有
昌竊
レ花

入
輔

鈴

木

恥
、字

廉

夫
、川

越

人
、亦

早

卒
、嘗

有
昌有
レ酒

逢
v

花

君

且

醉
、世

間

開

落

塹

時

中

之

句
ハ似
昌是

其

詩

讖中

野

慯

翕
、名

正

明
、字

誠

甫
、素

堂

之

父

也
、病

後

試
v歩

云
、試

出
衡

門

外
ハ曳
v笳

烟

水

郷
、袤

殘

劍

初

重
、疲

痩

帶

殊

長
、徐

歩

遭
昌人

誘
肺閑

身

憐
昌世

忙
曜

乘
輕

暖

好
ハ隨

意

追
齲梅

香
嚇能

摸
昌寫

袤

老

之

状
h其

書

齋

日
昌乾

乾

齋
h寛

政

戊

午

之

春
、年

六

十

四
、讀
・

易

有
v威

有
掌八

卦

重

成

齊
二我

年
乏

句
=後

亡
v何

臥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
六

て
早
世
し
て
傳

ふ
る
な
し
.悲
し
い
か

な
,木
偵
,字
は
寅
人
も
亦

江
湖
杜
中
の

一
才
子
な
り
、歳
二
十
二
に
し

て

卒

す
、其
江
上
肺

事
に
云
、「岸

葦
秋
深
し
雨
後
の
叢
,寒
姻
散

す
る
處
孤
篷
を
泊
す
、

清
風
乍
起
り
て
波
、月
を
搖

か
す
、百
尺
の
銀
龍
水
中
に
浴
す
」、叉

春
曉
に
云
↓雙
屐
、痕
を
餘
す
牟
庭
の
蘚
.夜
來
知
る
花
を
竊

む
の

人
あ
る
こ
と
を
旨

鈴
木
恥
、字
は
廉
夫
、川
越
の
人
、亦
早
く
卒

す
、嘗
て
「酒
あ
り
花
に

逢
ふ
君
且
く
醉

へ
、世
間
の
開
落
鏨
時
の
中
」の
句

あ
り
、是
れ
其

詩
讖
に
似
た
り
。

　
中
野
暢
翕
、名
は
正
明
、字
は
誠
甫
、素
堂
が
父
な
り
、病
後
、歩
を
試

　
む
に
云
、「試
に
衡
門

の
外
に
出
で
ゝ
、節
を
曳
く
野
水
の
郷
.衰
殘

,
劍
初
め
て
重
く
、疲
痩
帶
殊
に
長
し
、徐

歩
人

に
訝
か
ら
れ
、閑
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
へ

　
世
の
忙
き
を
憐
む
。唯
、輕
曖
の
好
き
に
乘

じ

て
、隨
意
に
梅
香
を

　
追
ふ
」、能
く
嚢
老
の
歌
を
摸
爲
す
、其
書
齋

を
乾
々
齋
と
日

ふ
、寛

　
攻
戊
午
の
春
、年
六
十
四
、易
を
讀
ん
で
感
あ

る

に
「八
卦
重
ね
成

　
し
て
我
年
に
齊
し
」の
句
あ
り
、後
何

く
も
亡
ふ
し
て
病

に
泓
し

一



3蚫
叭

レ病
而

不
v起
、六

十

四

卦

其

數

有
v限
、可
レ謂
昌詩
讖
一矣
、し

六

月

二

十

四

日

爲
觀

蓮

節
莪

邦

未
レ闘

有
下賞
瓦

節
㌦者
"北

・川

先

生

以
昌此

日
一爲
昌上

毛

永

澤

容

字

幼

公
h會
"同

瓩

詩

人

於

束

叡

山

下

不

忍

池
h以
戛觀

蓮

節

讀
M}幼

公

遺

稿
一爲
レ題
、
一
時

會

者

四

十

餘

人
、秋

田

小

野

華

陽

有

七̀

律

一
首
h後

二

聯

云
、能

留
昌身

後

無

窮

業
h宛

遇

生̀

前

未

見

人
嚇襲
v袂

幽

香

拂

不
v

去
、詩

魂

莫
呂是

作
夥花

祕
h鳴

呼

幼

公

地

下

而

有
ゲ知
、

其

必

稟
v之

矣
、比
7彼

禮
ゾ佛

施
v俗

以
v此

爲
餘功

徳

菩

提
一者
加則

其

供

養

幾

何
。

稻

垣

君

義
、名

正

方
、小

諸

老

侯

之

庶

子
、爲
轟其

大

夫

稻

垣

伯

弓

之

養

子
h嘗

校
晃訂

幼

公

遺

稿
h君

義

固

非
y有
下與
昌幼

公
一知
渦唯

懼
h㌦其
詩

散

供
h爲
ゾ之

狡

訂
、

亡
V幾

君

義

亦

帥
V世
、而

其

才

無
臨顯
、余
.僅

記
昌夕

日

　
　
　
　

詩

聖
堂

詩
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や

て
起
た
す
、六
十
四
卦
、其
數
、限
あ
り
.詩
讖
と
謂
ふ
可
し
、

六
月
二
十
四
日
を
觀
…蓮
…節
と
爲
す
、我
邦
未
だ
此
節
を
妙民
す
る
者

あ
る
こ
と
を
聞
か
す
,北
山
先
生
、此
日
を
以
て
,上
毛
.永
澤
容
,字

は
幼
公
が
爲
め
に
、同
肚
詩
人
を
東
叡

山

下
の
不
忍
池
に
會
す
、

觀
蓮
節
に
幼
公
遣
稿
を
讀
む
を
以
て
題
と
爲
す
、
一
時
會
す
る
者

四
十
餘
人
、秋
田
の
小
野
華
陽
、七
律

↓
首

あ
り
、後
二
聯
に
云
、「能

く
身
後
無
窮
の
業
を
留
め
、宛
と
し
て
生
前
未
見
の
人

に
遇

ふ
、

袂
を
襲
ふ
幽
香
拂

へ
ど
も
去
ら
す
、詩
魂
是
れ
花
神
と
作
る
こ
と

莫
か
ら
ん
や
」、鳴
呼
幼
公
地
下
に
し
て
知

る
こ
と
あ
ら

ば
、其
れ

必
之
れ
を
禀
け
ん
、彼
の

佛
を
禮
し
.曾
に
施

し
此
れ
を
以

て
功

徳
菩
提
と
爲
す
者
に
比
す
れ
ば
.則
供
養
幾
何
ぞ
。

稻
垣
君
義
.名
は
正
芳
,小
諸
老
侯
の
庶

子
、其
大
夫
稻
垣
伯
弓
が

養
子
と
爲
る
、嘗
て
幼
公
遺
稿
を
校

訂

す
、君
義
固
よ
り
幼
公
と

知
る
こ
と
あ
る
に
非
す
、唯
,其
詩

の
散
佚
せ
ん
こ
と
を
懼
れ
て
、

之
れ
が
爲
め
に
校
訂
す
、幾
く
も
亡

ふ
し

て
,君
義

亦

世
に
卿
く
、

而
し
て
其
才
顯

る
ゝ
無
し
、余
僅
に
歹

摺
春
き

餘
す
千
萬
紅
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
七
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口

本
詩

話
叢

書

舂

餘

千

萬

紅

之

,一
句
妬

飯

田

共

懿
・太

田

丈

思
、爲
昌其

亡

友

高

麗

松

溪
・伊

藤

明

行
h會
昌都

下

名

士

於

十

條

村

西

園

精

舍
h余

時

西

遊

不
γ與

焉
、北

山

先

生

作
昌之

序
h谷

文

晁

因
"

其

境

與
昌宋

賢

集

會

之

地
一名

相

暗

合
紬以
二紺

紙

金

泥
嚇寫
季

伯

時

西

園

雅

集

圖

鱠
γ之
、亦

一
時

之

盛

會

云
。

或

毀
昌緇

流

之

詩
一云
、不
γ免
昌蔬
〒筍

之

氣
ハ
余

以

爲

不
v

然
、緇

流

之

詩

之

所
昌以

可
v愛

者
、以
戛其

有
恥
疏
笋

之

氣
一也
、余

譬
5之

於

花
h海

棠

花

也
、牡

丹

花

也
、李

梅

桃

杏

齊

皆

花

也
、雖
v有
著
　
紅

紫

自

之

異
h要
v之

不
v

過
v粧
瞞點
二

種

之

春

色
一耳
、緇

流

之

詩
、求
昌之

於

花
一

則

梅

也
、余

愛
"其

字

痩

句

寒

味

淡

格

溝

也
、如
昌釋

冷

然

閑

居

雜

詠

云
靈

心

愛
v汝

移
議新

竹
h清

格

慕
v

二
八

一
句
を
記
す
。

飯
田
共
懿
.太
田
文
思
、其

亡
=友
高
麗
松
溪
,伊
藤
明
行
が
爲
に
都

下
の
名
士
を
十
條
村
の
西
園
精
舍
に
會
す
、余
時
に
西
遊
し
て
與

ら
す
、北
山
先
生
之
れ
が
序

を
作
る
、谷
文
窕
.北
ハ境
,宋
賢
集
會
の

地
と
名
相
暗
合

す
る
に

因
り
、紺
紙
金
泥

を
以
て
、李
伯
時
が
西

園
雅
集
の
園
を
嶌
し
て
之
れ
を
膾
る
、亦

一
時
の
盛
會
と
云
ふ
。

或
は
緇
流
の
詩
を
毀
り
て
云
、旒
筍
の
氣
を

免

れ
す
、と
余
以
爲

へ
ら
く
然
ら
す
、緇
流
の
詩

の
愛
す
可
き

所
以
の

者
は
、其
蔬
笋

の
氣
あ
る
を
以
て
な
り
、余
、之
れ
を
花
に
譬

ふ
、海
棠
も
花
な

り
、

牡
丹
も
花
な
り
、李
梅
桃
杏
齊
く
皆
花
な

り
、黄

紅

紫

白
の
異
あ

り
と
雖
、之
れ
を
要
す
る
に

一
種
の
春
色

を
粧
點
す
る
に
過
ぎ
ざ

る
の
み
、緇
流
の
詩
、之
れ
を
花
に
求
む
れ
ば
則
梅

な
り
、余
、其
字

痩
せ
句
寒
く
、味
淡
く

格
清
き
を

愛
す
、釋
の

冷
然
が
閑
居
雜
詠

に
云
ふ
が
如
き
、「虚
心
、汝
を
愛
し
て
新
竹
を
移
し
、清
格

君
を
慕
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栽
呂早

梅
一保
v就

劉

雷

之

輩
・
士
、談
v玄

魏

晉

以

問

人
、牛

生

卜
γ隱

能

知
v足
、
一
事

於
v詩

獪

未
v廉
、可
v謂
v

脱
縄俗

韻

矣
.叉

有
四澆
v花

晨

汲

帶
昌春

星
n漫

興

詩

篇

多

斷

句

之

句
赤

佳

也
、冷

然

詩
、余

得
乏

淺

井

觀

齏余

両

遊

之

日
、途

出
昌信

濃
唱宿
嵩小

諸

稻

垣

伯

弓

之

家
嚇三

四

日
、城

下

人

士

來

求
ゲ詩

者

數

十

人
、有
昌僧

觀

禪

者
肺亦

來

見
v余
、稱
昌歎

余

詩

不
7凡
、因

問

日
、公

在
都

下
門知
痩

梅

先

隼

乎
、余

日
、知
v之

矣
、和

爾

何

以

獨

記
二痩

梅

之

名
h儒

日
、痩

竹

先

生

曾

遊
昌此

地
h

我

得
v見
v之

矣
、我

聞

都

下

有

痩̀

竹

痩

梅

二

先

生
「

以
"詩

鳴
"二

時
ハ余

觀
昌公

詩
ハ非
蕁

常

之

人
h必

二

先

生

之

徒
、我

是

以

問
v之
、余

険

日
、和

徇

具
二

隻

眼
噛

觀
v我
、痩

梅

是

我

也
、信

愕

然

日
、聞
呂先

生

之

名
随之

　
　
　
　

詩

聖
堂

詩

話

ふ
て
早
梅
を
栽
ゆ
、肚
を
保
す
劉
雷
の
輩

の
士
、玄

を
談

す
る
魏

晉
以
間
の
入
.孕
生
隱
を
ト
し
て
能

く
足
る
こ
と
を
知

り
、
一
事

詩
に
於
て
獪
未
だ
廉
な
ら
す
」、俗
韻
を
脱

す

と
謂
ふ
可
し
、夊
『花

に
澆
ぎ
晨
に

汲
み
て

春
星
を
帶
ぶ
」、「漫

興
の
詩
篇
は
多
く
は
斷

句
」の
句
あ
り
、亦
佳
な
り
、冷
然
が
詩
余
之

れ
を
淺
井
觀
齋
に
得

た
り
。

余
、西
遊
の
日
。途
、信
濃
に
出
で
.小
諸
の
稻

垣
伯
弓
が
家
に
宿
す

る
こ
と
三
四
日
.城

下

の
人
士
來
り
て
詩

を
求
む
る
者
數
十
人
、

僭
觀
禪
な
る
者
あ
り
,亦
來
り
て
余

に

見

ゆ
、余
が
詩
の
凡
な
ら

ざ
る
を
稱
歎
し
て
、因

て
問
ふ
て
日
、公
、都
下
に
在
り
,痩
梅
先
生

を
知
る
や
と
、余
日
、之
れ
を
知
る
、和

爾
何
を
以
て
獨
、痩
梅
が
名

を
記
す
る
や
.僭
日
、痩
竹
先
生
、曾
て
此
地

に
遯
び
、我
、之
れ
を
見

る
を
得
た
り
、我
聞
く
都
下
に
痩
竹
痩
梅

の
二
先

生

あ

り
.詩
を

以
て

一
時
に
鳴
る
と
、余
、公
の
詩
を
觀

る
に
、尋
常
の
人
に
非
す
、

必
二
先
生
の
徒

な
ら
ん
、我

是

を
以
て
之
れ
を
問
ふ
と
。余
険
て

日
、和
爾
、
一
隻
眼
を
具

へ
て
我
れ
を
觀
る
、痩
梅

は

是
れ
我
れ
な

'り
と
.僭
愕
然
と
し
て
日
、先
生
の
名
を
聞
く
こ
と

久

し
、何
ぞ
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
九
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日
本

詩
話
叢

書

久

矣
、何

圃

得
"今

臼

相

見
h豈

不
髀
一
大

因

縁
一乎
、乃

作
v詩

贈
v余
、有
ツ若

無
蕊痩

竹

吟
v詩

痩
ハ誰

輿
昌痩

梅
一伺

比
v肩

之

語
紬余

席

間

次

韻

答
v之

云
、如

今

許

作
詩

人
一否
、
一
箇

詩

嚢

擔

在
レ肩
、痩

竹
、柏

舒

亭

之

別

號

也
。

余

嘗

與
昌舒

亭
埴開
一詩

瓧

於

東

江

精

舍
h號

日
冨
二

痩

詩

瓩
h來

與
v盟

者

百

餘

人
、北

山

先

生

作
"之

引
h固

不
v受
}
一
星

之

銀
、牛

尺

之

布
h痛

斥
下世

之

爲
季

王
岫

者
納於
γ是

格

調

之

徒
、豬

怒

虎

覗
、議

論

讙

調

不
v止

焉
、然

由
v此

得
v人

亦

不
v少
、世

之

刺
v我

非
v我
、於
v吾

乎

何

有
。

余

以
昌五

月

牛
一過
禾

曾

山

中
h梅

花

巳

落

桃

李

盛

開
、余

欲
v作
v詩
、忽

憶
昌中

野

素

堂

四

月

獪

餘

二

月

花

之

句
邃

止
、因

謂

若

改
西

月
一爲
昌五

旦

雖
'是

實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇

ら
ん
今
日
相
見
る
こ
と
得
ん
と
は
、豈
.
一
大
因
縁
な
ら

す

や
と
、

乃
詩
を
作
舳り
て
余
に
贈
る
↓
若
し

痩

竹
が
詩
を
吟
じ
て
痩
た
る

無
く
ん
ば
、誰
か
痩
梅

と
同
じ
く
肩
を
比

べ
ん
」の
語
あ
り
、余
、席

聞
.次
韻
し
て
之
れ
に

答
ふ
、云
、馬如
今
許

し
て
詩
人
と
作
さ
ん
や

否
や
、
一
箇
の

詩
嚢
憺
ふ
て
肩
に
在
り
」と
、痩
竹
は
.柏
舒
亭
が
別

號
な
り
。

余
嘗
て
舒
亭
と
詩
瓧
を
東
江
精
舍
に
開
き
、號
し
て
二
痩
詩
肚
と

日
ふ
、來
り
て
盟
に
與
る
者
百
餘
入
、北

山

先

生
之
れ
が
引
を
作

る
、固
よ
り

一
星
ω
銀
、傘
尺
の
布
を
受
け
す
、痛

く
世

の
李
王
を

爲
す
者
を

斥
く
、是
に
於
て

格
調
の
徒
、豬
の
・.〕
と
く
怒
り
虎
の

物.}
と
く
親
、議
論
調
々
と
し
て
止
ま
す
.然

れ

ど

も
此
に
由
て
人

を
得
る
も
亦
少
か
ら
す
。世
の
我
を
刺
り
我
を
非
る
、吾

れ

に
於

て
か
何
ん
か
有
ら
ん
。

余
、五
月
牟
を
以
て

木
曾
山
中
冷
過
ぐ
、梅
花
巳
に
落
ち
て
桃
李

盛
ん
に
開
く
、余
、詩
を
作
ら
ん
と
欲
し
て
、忽
、中
野
素
堂
か
「四
月

獪
餘
す
二
月
の
花
」の
句
を
憶
ひ
.逾
に
止
む
、因
て

謂
ふ
、四
月
を

改
め
て
五
月
と
爲
せ
ば
、是
實
串
と
雖
、詩

を
成
さ
ゴ
る
な

り
、蓑



り
O獅

事
嫻不
v成
v詩

也
、袁

子

才

云
、張

若

駒

五

月

九

日

舟

「

中

偶

成

詩
、水

窓

晴

掩

日

光

高
、河

上

風

寒

正

長
v

潮
、忽

忽

夢

囘

憶
象

塁

女

兒

生

日

是

今

朝
、此

詩

眞

是

天

籟
、然

把
罅女

字
一換
二

男

字
嚇便

不
γ成
v詩
、此

中

淌

息

口

不
v能
v言
、余

深

有
ソ悟

焉
。

陸

放

翕

詩

云
、糴

米

歸

來

午

未
γ炊
、家

人

竊

憫

老

翕

飢
.不
v知

弄
v筆

東

窓

下
、正

和

淵̀

明

乞
ノ食
詩
嚇清

人

魏

懋

堂

山

中

積

雪

云
、寂

莫

山

涯

又

水

濱
、漫
v

天

匝
v地

自

如
ゾ銀
、前

村

報

溢

溪

橋

斷
、可
v喜

難
レ來
昌

索
レ債

人
h皆

極
蕃

貧

中

之

趣

者

也
、夫

貧

之

與
病

、

人

之

所
v悪
、而

入
v詩

則

佳
、如
嵩絲

井

翼

字

君

鳳

春

日

詩
「亦

能

言
二病

中

之

況
「云
、花

開

時

節

身

多

病
、

常

負

尋
ゾ紅

拾
v翆

行
、知

得

春

光

遍
昌原

野
h近

來

蓮

聽
、責
レ花

聾
、予

亦

有
絶

句
】云
、病

疆

曾

被
寒

欺

得

　

　
　
　

詩

聖

堂

詩

話

子
才
が
云
.張
若
駒
、五
月
九
日
舟
中
偶
成
の

詩
↓水
窓
晴
れ
で
掩

ふ
日
光
の
高
き
に
、河
上
風
寒
く
し
て
正
に
潮

を
長

す
、忽
々
夢

囘
り
て
家
事

を
憶
ふ
、女
兒
の
生
日
是
れ
今
朝
」、此
詩
眞
に
是
れ

天
籟
、然
れ
ど
も
女
の
字
を
把
り
、
一
の
男

の
字
に
換

へ
ば
、便
、詩

加
.成
さ
す
,此
中
の
淌
息
、口
言
・宀
こ
と
能

は
す
と
、余
深
く

悟
る

こ
と
あ
り
、

陸
放
翕
が
詩
に
云
,糴

米

歸

り
來
り
て
午
未
だ
炊
か
す
、家
人
竊

に
憫
む
老
翕
の
飢

る
を
、知
ら
す
筆
を
弄
す
東

窓

の
下
、正
に
淵

明
食
を
乞
ふ
の
詩
を
和
せ
ん
と
は
」、清

人

魏

懋
堂
が
山
中
積
雪

に
云
、「寂
莫
た
る
山
涯
叉
水
濱
。天

に
漫

し
地
に
匝
し
白
し
て
銀

の
如
し
、前
村
報
道
す
溪
橋
斷
ゆ

と
、喜

ぶ

可
し
債
を
索
る
の
人

來
り
難
き
を
」、皆
貧
中
の
趣
を
極
盡
す

る
者

な
り
、夫
、貧
と
病
と

は
人
の
惡
む
所
な
り
、面
し
て
詩

に
入

る
と
き
は

則
佳
な
り
、絲

井

翼
、字
は
君
鳳
、春
日
の
詩
の
如
き

亦
能

く
病
中
の
況
を
言
ふ
、

云
、「花
開
く
の
時
節
身
多
病
,常
に
員
く
紅
を
尋
ね
翠
を
拾
て
行

く

に
、知
り
得
た

り

春
光
の
原
野
に
遍
き

に
、近
來
連
り
に
聽
く

花
を

賞
る

聲
」、予
、亦
絶

40
有
、「病
驅
曾
て
寒

に
欺
き
得
ら
れ
て
、

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

三
剛



…～一
亀

螂
3

…　
ヒ

　
　
　
　
　
日
本

詩
話

叢

書

不
v出
轟茅

檐
輔牛

月

來
、知

道

江

村

已

春

好
、門

前

來

賣

滿

開

梅
、可
7以

與
嵩君

鳳

詩
一竝

誦
網

有

萩

岡

游

字

賽

魚

者
h性

耽
昌詞

曲
h叉

頗

解
v詩
、嘗

寓
昌予

痩

梅

菴
宥

〆故

亡

命
、今

不
v知
昌其

所
フ在
、予

記
蹄

杉

田

村

觀
v梅

一
詞
ハ云
、梅

花

臼

點
、山

屏

看

不
v夢
、

生

客

眼

青
、溪

逾

溪

迎
、千

曲

折
、路

似
昌曾

經
「
　
此

時
、呵

樹

垂

楊

被
一風

吹

一
樣

香

玉

兎

昇
、金

烏

未
レ

墜
、眞

箇

奇

創
。

或

爲
v余

誦
下題
一畫

虎
一之

句
占云
、想

像

深

山

草

木
風
、

況

雄

痛

快

七

字

盡
v之

矣
、余

不
昌復

願
v觀
謎其

他
h只

恨

失
昌作

者

之

姓

名
刈

余

常

摘
近

人

之

句
一録
v之
、時

一
出

觀
v之
.星

以

慰
ユ

一
日

三

秋

之

思
一矣
、聯
句

佳

者
、今

川

剛

侯

云
、酒
美

因
嵩城

近
叫魚

肥

爲
二浦

豐
h鷹

野

魯

屋

云
、品
脳茗

風

過
v

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
二

茅
檐
を
出
で
ざ
る
と
傘
月
來
、知
道
す
江
村
已
に
春
の
好
き
を
、門

前
來
り
責
る
滿
開
の
梅
」と
、以
て

君
鳳
が

詩
と
竝
べ
誦
す
可
し
。

秋
岡
游
字
は
賽
魚
と
い
ふ
者
あ
り
、性
、詞
曲
に
耽

り
、叉
顔
、詩
を

解
す
、嘗
て
予
が
痩
梅
菴
に
寓
す
、故
あ
り

て
、亡
命
す
、今
、其
在
る

所
を
知
ら
す
、予
、杉
田
村
に
梅
を
觀
る
の

一
詞
ケ
記
す
.云
、「梅
花

白
點
す
、山
屏
看
る
に
夢
な
ら
す
、生
客
眼
青
し
、溪
途
り
溪
迎

ふ
、

千
曲
折
路
曾
て
經
る
に
似

た

り
。

此

時

呵

樹

の
乖
楊
風
に

吹
か
る
、
一
樣
に
香
し
、玉
兎
昇
り
,金

烏

禾

だ
墜
ち
す
」と
、眞
箇

の
奇
創
な
り
。

或
ひ
と
余
の
爲
に
畫
虎
に
題
す
る
句
を
誦

す
、云
、「想
豫
す
深
山

草
木
の
風
」と
、況
雄
痛
快
、七
字
之
れ
を
盡
す
、余

復
其
他
を
觀
る

こ
と
を
願
は
す
、只
恨
ら
く
は
作
者
の
姓
名
を
失
す
る
こ
と
を
。

余
常
に
近
人
の
句
を
摘
ん
で
之
を
録
す
、時
に

一
た
び
出
し
て
之

れ
を
觀
る
、以
て

一
日
三
秋
の
思
を
慰
す

る
に

足

れ

り
、聯
句
佳

な
る
者
、今
川
剛
侯
が
云
、「酒

の
美
な
る
は
城
の
近
き
に
因
る
、魚

の
肥
九
る
は
浦
の
豐
な
る
が

爲
な
の
」、鷹

野
魯
屋
が
云
、「茗
を
晶

一



"
0

へへ 面
、嘗
・醪

春

到
v唇
、北

條

士

伸

云
、晩

程

鴉

背

日
、霜

信

馬

頭

風
、橋

本

子

行

云
、拂
v柳

風

飛
粘

v屐

絮
嚇捲

v花
波

邃
二載
レ薪

舟
所

柳

灣

云
、花

榾

餘
落

旦

灘

底

起
=輕

雷
h院

暗

僭

蹄

早
、山

紅

日

暮

遲
、余

門

人

菅

中

巷

云
、柳

邊

風

有
v力
、苔

上

雨

無
v痕
、垣

内

淡

齋

云
、熟

路

皆

生

景
、新

知

如
舊

交
曳

有
二結

句

佳

者
嚇

島

梅

外
、三

月

易
・過

七

八

日
、明

朝

雨

歇

出

看
v花
、

吉

川

子

愿

云
、病

身

還

拍

薪

涼

到
、脆
畠翻

生

衣
一著
昌

熟

衣
h父

有
・五

七

字

單

句

佳

者
魯

屋

之

竹

痩

轉

添
・紳
、星

孟

喬

之

風

添
潮

勢

海

生
蜘

、岡

村

養

拙

之

日

永

林

中

野

鳥

飢
、柏

舒

亭

之

漁

網

孤

村

刃
、

句

至
昌窮

愁
一清

且

新
、皆

是

也
。

す
れ
は
風
、面
を
過
ぎ
.醪
を
嘗
む
れ
ば
春
瞬
…に
到

る
、
北
條
子
伸
■

が
云
↓
晩
程
鴉
背
の
日
.霜
信
馬
頭

の

風
」.橋
本
子
行
が
云
、「柳
を

拂

ふ
風
は
屐
に
粘
す
る
紫
を
飛
ば
し
、花
を
捲
く
波
は
薪
を
載
す

る
舟
を
途
る
」、所
柳
灣
が
云
、「花
梢
,落
日
を
餘
し
、灘
底
、
輕
雷
を

起
す
」、【院
暗
く
し
℃
僭
歸
る
こ
と
早

く
.山
紅
に
し
て
日
暮
る
エ

こ
と
遲
し
丶
余
が
門
人
菅
中
菴
が
云
、「柳
邊
、風
に
力

あ

り
、苔
上
、

雨
に
痕
な
し
」、
垣
内
淡
齋
が
云
、「熟
路
、
皆

生
景
、新
知
、蕉
交
の
如

し
」.夂
結
句
佳
な
る
も
の
あ
り
,島
梅
外
が
、「三
月
過
ぎ
易
し
七
八

日
,明
朝
雨
歇
ば
出
で
ゝ
花
を
看
ん
」、吉
川
子
愿
が
云
、「病
身
還
て

怕
る
新
凉
の
到
る
こ
と
を
、生
衣
ケ
脱
却
し
て
熟
衣
を

著

く
」.叉

五
七
字
單
句
佳

な
る
者
あ
り
、魯
屋
か
「竹
痩
て
轉
,神
を
添

ふ
」,

星
孟
喬
が
「風
は
潮
勢
を
添

へ
て
海
.烟
を
生
す
」,岡
村
養
拙
が
「日

永
く
し
τ
林
中
野
鳥
飢
ゆ
」、柏
舒
亭
が
『漁
網
孤

村

の

月
」、[句
は

窮
愁
に
至
り
て
清
く
且
新
な
彑

と
、皆
是
れ
な
り
。

娜

詩

聖

堂

詩

話

三
三
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叢
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詩
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終


